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道内21校の就職指導における効果的な事例を掲載

就職指導に関する５年間の研究成果を一挙掲載



はじめに 

技術革新・産業構造の変化、グローバル化など社会の急激な変化が伴う中、高等学校卒業後に就職を

希望する生徒において、職業や働くことについての理解を深めるとともに、働くことへの関心や意欲を

高めるほか、社会生活上の基本的なマナーやコミュニケーション能力など、社会人・職業人としての基

本的な能力を身に付けることが、これまで以上に求められております。 

北海道教育委員会では、こうした状況を踏まえ、このたび、各学校で行われている効果的な就職指導

の取組をまとめた「就職指導実践事例集」を作成しました。 

各学校において、本事例集が有効に活用され、就職を希望する一人でも多くの生徒の希望が実現され

るよう期待しております。 

 

本事例集の構成 

 本事例集は、学校から寄せられた就職指導の効果的な事例である第１部と、「就職指導の改善に関す

る研究」の報告書である第２部で構成しています。 

＜第１部＞ 学校から寄せられた効果的な事例編 
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主な取組 

1 砂 川 ○    ジョブスタート事業 
2 奈 井 江 商 業   ○  外部講師による面接指導 
3 美 唄 尚 栄 ○    社会体験実習、校内職業説明会 
4 芦 別 ○  ○  模擬面接練習、企業説明会 
5 札 幌 白 陵   ○ ○ CPSVによる面談、就職対策講習会 
6 石 狩 翔 陽   ○  石狩市高校生就職支援セミナー 
7 札幌北（定時制）    ○ CPSVと連携した効果的な就職指導 
8 小 樽 水 産 ○ ○   インターンシップ、労働条件セミナー 
9 苫小牧総合経済  ○ ○  民間業者の活用、卒業生講話 
10 富 川  ○   高校生就職ガイダンス、卒業生講話 
11 大 野 農 業 ○    お仕事スタートアップガイダンス 
12 福 島 商 業   ○  中学校と連携したキャリア教育 
13 檜 山 北 ○  ○  進路説明会、３年次生による講話 
14 美 瑛   ○ ○ 個別カウンセリング、工夫した面接指導 
15 苫 前 商 業    ○ 進路講話「職業の４分類」 
16 利 尻 ○  ○  中学校・高校合同の「学問研究ガイダンス」 
17 網 走 桂 陽 ○    お仕事スタートアップガイダンス 
18 雄 武    ○ CPSVによる進路講話 
19 更 別 農 業 ○  ○  外部講師を活用した社会人マナー講習 
20 釧 路 工 業 ○  ○  工事現場見学会、外部と連携した資格取得 
21 別 海 ○ ○   教員インターンシップ、地元企業との懇談会 

（注）ＣＰＳＶ：キャリアプランニングスーパーバイザー 

＜第２部＞「就職指導の改善に関する研究」報告書まとめ編 
年度 指定校 

令和４年度 伊達開来、静内農業、松前、旭川北（定時制）、白糠、標津 
令和３年度 芦別、伊達開来、静内農業、美深、遠別農業、標津 
令和２年度 美唄尚栄、余市紅志、伊達、常呂、大樹、白糠 
令和元年度 砂川、千歳北陽、室蘭栄（定時制）、浦河、上磯、遠別農業 
平成30年度 美唄尚栄、苫小牧工業、旭川農業、留萌、稚内、訓子府 

（注）「就職指導の改善に関する研究」は北海道教育委員会が平成 14年度から取り組んでいる研究事業 
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参考資料 



 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

ジョブスタート事業（平成 28年度より実施） 

＜目的＞ 

・砂川市と高校が連携し、生徒が地元の企業を知り、働く意義を考える標記 

 事業を実施し、生徒が自分自身のキャリアデザインを構築するとともに、 

 地域の人材育成を図る。 

概 要 ○ 期日 令和５年２月 24日（金）  

13：25～15：15 

・事前打合せ（説明会の内容の検討） 

令和４年 11月 17日（木） 

令和４年 12月 16日（金） 

     令和５年 １月 27日（金） 

14：00～16：00 

○ 場所 本校体育館 

○ 対象 第１学年             【生徒会と企業の事前打合せの様子】 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・地元企業と生徒が複数回にわたり説明会の内容の検討を行う。 

・若手従業員と生徒が交流する場面をつくり、生徒の働くことへ 

の不安を解消する。 

・地元企業の PRや仕事の紹介を行い、職業理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 携 先 ・砂川市（経済部商工労働観光課） ・砂川市雇用創出協議会、 

・砂川商工会議所 ・北海道医療大学（説明会のコーディネーター） 

工 夫 し て 

い る 点 

・毎年、11月から１月にかけて、参加企業と砂川高校の生徒会が事前に集ま

り、高校生が知りたいことや地元企業が伝えたいことなどをすり合わせ、

説明会の内容をブラッシュアップしている。 

得 ら れ る 

効 果 

・生徒が地元の魅力ある企業を知ることで、高校卒業時や進学後に地元企業

への就労を検討する機会となっている。 

・市内企業と高校の連携が深まり、インターンシップ先の拡充や求人確保が

可能となり、早期離職の減少につながっている。 

 

管内 空知 学 校 名 北海道砂川高等学校 学科 普通科 全学級数 ６ 
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◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

外部講師による面接指導 

＜目的＞ 

・緊張感をもって面接の要領を体得させ、進路意識の高揚を図る。 

・自己分析を進めることで、受験先の企業を具体的に意識させる。 

概 要 ○ 期日 令和４年６月 24日（金）、７月 22日（金）、８月 26日（金） 

     ９：50～12：40 

○ 場所 本校特別教室 

○ 対象 第３学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・講話「面接試験の心構えと作法」 

     ・実践「面接練習」 

 

 

連 携 先 ・石狩教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー） 

・ジョブカフェ北海道 ・ハローワーク滝川 

工 夫 し て 

い る 点 

・空知教育局、ジョブカフェ北海道、ハローワーク滝川と連携した面接練習

を継続的に行うようにしている。 

・面接の評価を面接評価表（個別シート）に蓄積し、事前に前回の反省点を

確認してから面接練習ができるようにしている。 

得 ら れ る 

効 果 

・講師が継続して同じ生徒を指導することで、前回からの成長を的確に見取

ることができ、生徒の就職試験に対する意欲の向上につながっている。 

・外部講師の活用により、本番さながらの緊張感ある面接練習となっている。  

・面接の専門家から、きめ細かいアドバイスを得ることができる。 

 

 

管内 空知 学 校 名 北海道奈井江商業高等学校 学科 商業科 全学級数 ３ 

【面接講話の様子】 

【自己分析の様子】 
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管内 空知 学 校 名 北海道美唄尚栄高等学校 学科 総合学科 全学級数 ６ 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

社会体験実習 

＜目的＞ 

・働くことの社会的意義や企業の社会的役割を理解し、望ましい勤労観や職

業観を育てる。 

概 要 ○ 期日 令和４年９月 22日（木） 

     ９：00～15：00 

○ 場所 市内 12の事業所 

○ 対象 第２学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 美唄市内 12の事業所の中から、

生徒が希望する事業所でのイン

ターンシップを実施 

連 携 先 ・美唄市経済部経済観光課 

工 夫 し て 

い る 点 

・終了後に、進路ノートの演習や作文の作成を行い、実習中に達成できたこ

とや不十分だったことをまとめている。また、まとめをもとに事後面談を

行い、実習の振り返りが深まるようにしている。 

得 ら れ る 

効 果 

・生徒の希望に沿った場所を選定することで、実習先のミスマッチがなくな

り、生徒は意欲的に実習に取り組み、職業理解を深めている。 

・働く意義や企業の社会的役割について理解を深めることができている。 

 

取 組 名 

校内職業説明会 

＜目的＞ 

・地元企業や事業所に対する理解を深めるとともに、職業観を育成し、今後

の進路活動に対する意識の向上を図る。 

概 要 ○ 期日 令和４年６月 23日（木） 

     13：30～15：20 

○ 場所 本校各教室 

○ 対象 第３学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 美唄市内の企業 10社を招き、各企 

業の仕事内容に関する説明会を開催 

連 携 先 ・美唄市経済部経済観光課 

工 夫 し て 

い る 点 

・進路希望調査をもとに、生徒が希望している業種を市役所の担当者に事前

に伝え、来校する企業の選定を行っている。 

得 ら れ る 

効 果 

・業務内容や求められる資質等、地元企業への理解が深まり、生徒の就労意

識が向上している。その結果、多くの企業から内定をいただいている。 
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管内 空知 学 校 名 北海道芦別高等学校 学科 普通科 全学級数 ６ 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

芦別ロータリークラブによる模擬面接練習 

＜目的＞ 

・就職試験に向けた面接力の向上を図る。 

概 要 ○ 期日 令和４年９月８日（木） 

     13：25～15：15 

○ 場所 第３学年 HR 教室・自習室（各６名４展開） 

○ 対象 第３学年 就職希望者 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 就職希望者を４班に分け、生徒１人に対し、芦別ロータリークラ

ブの面接官２～３名で 10分間の面接練習を行う。 

連 携 先 ・芦別ロータリークラブ 

工 夫 し て 

い る 点 

・事前に生徒の志望企業を担当者に伝え、志望企業に合った質問項目を考え

てきていただいている。 

・事前に担任が基本的な礼法を生徒に身に付けさせておくことで、面接練習当日

は、受け答えの内容や伝え方を中心とした助言をいただくようにしている。 

得 ら れ る 

効 果 

・本番同様の形態や緊張感の中で練習でき、生徒の自信につながっている。 

・生徒が面接官からの評価票を見て自分の面接を振り返ることで、受け答え

の内容や伝え方の改善点が明確になり、生徒の面接力が向上している。 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

芦別市内企業説明会 

＜目的＞ 

・事業内容や魅力を知り、地元企業に対する興味や関心を深める。 

概 要 ○ 期日 Ⅰ：令和４年５月 20 日(金) 10：50～12：40 

Ⅱ：令和４年 12 月１日(木) 10：50～12：40 

○ 場所 芦別高校体育館 

○ 対象 Ⅰ：第３学年、第２学年（希望者） 

 Ⅱ：第２学年、第１学年（希望者） 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・市内企業 15社が集まり、体育館にブースを設置する 

・生徒はブースを回り、15分×3社からの説明を聞く 

連 携 先 ・芦別市商工会議所 

工 夫 し て 

い る 点 

・生徒の希望に添った企業の参加となるよう、商工会議所と連携している。 

・地元の複数の企業の説明を聞き、職業の選択肢が広がるようにしている。 

得 ら れ る 

効 果 

・地元企業の魅力を知ることができ、地元で就労する生徒が増加した。 

・卒業生が説明を担当することも多く、卒業生が実際に活躍している姿を見

て、就業後の具体的なイメージをもつことができている。 
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管内 石狩 学 校 名 北海道札幌白陵高等学校 学科 普通科 全学級数 11 

◆ キャリアプランニングスーパーバイザーと連携した効果的な取組 

取 組 名 

キャリアプランニングスーパーバイザーによる面談 

＜目的＞ 

・早期より正しい職業観を培い、キャリア発達を促す。 

概 要 ○ 期日 令和５年３月７日（火）、10日（金）、14日（火）、15日（水） 

     ８：55～14：10 

○ 場所 進路指導室 

○ 対象 第２学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間等 

○ 内容 ・就職する上での心構えや基本的な事項を学ぶ。 

     ・進学する際にその先の自己実現の仕方等、自身のキャリアプラ

ンを描く力を涵養する。 

連 携 先 ・石狩教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー） 

工 夫 し て 

い る 点 

・生徒に対して、自己実現をどのように目指すのかを考えさせる。 

・キャリアプランニングスーパーバイザーに本校生徒の特徴等に伝えるなど

連携を密に行い、的確な指導に努めている。 

得 ら れ る 

効 果 

・自己の進路について早期から計画的・系統的に考える生徒を育んでいる。 

・生徒から「就職への意識が高まった」との感想が多く寄せられている。 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

就職対策講習会 

＜目的＞ 

・就職活動に必要な知識・心構えなどを身に付けさせる。 

概 要 ○ 期日 令和４年６月 15日（水）、７月 28日（木） 

     13：30～15：20（６月） 

     ８：55～15：20（７月） 

○ 場所 大講義室 

○ 対象 第３学年の就職希望者 

○ 実施教科・科目 LHR等 

○ 内容 ・求人票の見方・履歴書の書き方を学ぶ（６月） 

     ・面接のポイントや実践的な面接の練習（７月） 

連 携 先 ・ジョブカフェ北海道 ・札幌新卒応援ハローワーク 

工 夫 し て 

い る 点 

・６月の概論的な講話から意識の向上を図り、７月で具体的な就職先につい

て考える実践的な活動を行い、継続的・段階的な取組を実施している。 

・就職希望先が曖昧な生徒については、上記連携先の講師からカウンセリン

グを実施し、意識の高揚に努めている。 

得 ら れ る 

効 果 

・生徒が、社会人として必要なことが実は今まで積み重ねてきた基礎・基本

が大切だということを再確認するとともに、後日行う後輩への発表を通し

て、下級生に就職への意欲等が伝播している。 
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◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

石狩市高校生就職支援セミナー 

＜目的＞ 

・石狩市の若者人材育成、職場定着支援事業の一環として、本格的な就職活 

 動を間近に控えた高校３年生を対象に、働くことの意義、就職の全体像、 

 自己理解、企業が求める人材、履歴書作成のポイント、面接のポイントな 

 どを学ばせる。 

概 要 ○期日〔１日目〕令和４年７月 27日（水）10:00～15:00 

〔２日目〕令和４年９月６日（火）10:00～15:00 

○場所 花川北コミュニティセンター 

○対象 ３年次 就職希望者 

○内容 自立型人材育成を合い言葉とし

て、研修事業を展開する民間企

業より講師を招聘し、次の点に

ついて、聴講、ディスカッショ

ン、実技･実演など、様々な形の

活動を通して生徒へ理解を深めさせる。 

〔１日目〕①自己理解、企業が求めている人材の理解 

②スポーツ選手に学ぶ企業が欲しがる人の特徴 

③仕事の意味を理解することが就活成功の第一歩 

④目の前のことを全力でやることの大切さ  

⑤個別模擬面接 

〔２日目〕①自立型の姿勢で臨む就職活動とは 

②自分の強みと自立型の姿勢 

③面接時に評価が上がる聴き方、話し方のポイント 

④面接時に緊張しないメンタルの整え方 

⑤集団模擬面接 

連 携 先 ・石狩市企画経済部商工労働観光課 

工 夫 し て 

い る 点 

・聴講時は座席を小グループに分け、提起された問題について議論させるこ 

 とで、他者の多様な考え方を尊重させながら、自身の考えを深化させる。 

・他の生徒の前で面接教官との面談や模擬面接を実施し、個々に応じた的確 

 な助言や教示、労いや称賛の言葉をかけることにより自信をもたせる。 

得 ら れ る 

効 果 

・実践的な自己ＰＲ方法の習得が期待できる。 

・講話やディスカッションを通じて、企業側が何を求め、それにどう応えれ 

 ばよいかを考えさせることができる。 

・ディスカッションの中で出し合った意見や講師からの助言により、前向き 

 で確固たる思考や意思の構築が期待できる。 

 

管内 石狩 学 校 名 北海道石狩翔陽高等学校 学科 総合学科 全学級数 24 
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◆ キャリアプランニングスーパーバイザーと連携した効果的な取組 

取 組 名 

キャリアプランニングスーパーバイザーと連携した効果的な就職指導 

＜目的＞ 

・豊富な知識と経験、様々な企業情報を有するキャリアプランニングスーパ

ーバイザーと連携し、就職内定率 100％を目指す。 

概 要 〈令和３年度〉※コロナのため全て Zoomで実施 

① 期日 令和３年８月３日（火）～５日（木）13：00～17：05 

 内容 ・進路相談（個別面談・１人 35分）       

② 期日 令和３年８月 26日（木）17：40～20：15 

  内容 ・履歴書（志望理由）、面接等の指導（個別指導・１人 30分） 

③ 期日 令和３年９月 30日（木）17：40～18：25 

  内容 ・就職試験不採用生徒への個別面談 

〈令和４年度〉 

 ・期日、内容は令和３年度とほぼ同じであるが、全員が１回目の就職試験 

で内定したため、就職試験不採用生徒への指導は実施していない。  

連 携 先 ・石狩教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー） 

工 夫 し て 

い る 点 

・令和２年度は履歴書の書き方の全体指導を行い、その後、履歴書の志望動

機の添削を含めた個別面談（１人 10分）を実施した。就職未決定生徒につ

いては、新規高卒者就職面接会（ハローワーク主催）参加に向け、生徒の

情報共有を定期的に行い、指導に当たった。 

・令和３年度は前年度の反省から、１回目は個に応じた個別面談（就職希望

先未定生徒から決定している生徒への対応・夏期休業中に実施）、２回目は

書類発送前に履歴書の志望動機の添削、模擬面接を実施している。 

・本校の生徒実態に基づいた効果的な進路実現に向けて、令和２年度より同

一のキャリアプランニングスーパーバイザーによる継続した連携を図ると

ともに、局主催の就職促進マッチング事業も活用し、生徒の情報共有など

連携を深めている。 

得 ら れ る 

効 果 

・令和３・４年度は早い段階で就職内定率 100％であった。 

・効率的な面談を実施する上で、事前に履歴書などを送付し、計画的に余裕

をもった生徒の活動（履歴書作成など）につなげることができ、推薦開始

時には全員が書類を発送することができた。 

・キャリアプランニングスーパーバイザーから企業の情報（職場の雰囲気や

労働環境、通勤方法など）が具体的に生徒に提供されることで、一人一人

に応じた進路指導を行うことができた。 

・面談終了後に進路相談内容等の記録を共有することで、担任をはじめ、進

路指導部での生徒理解が深まり、その後の進路指導に役立った。 

 

 

管内 石狩 学 校 名 北海道札幌北高等学校 学科 定時制普通科 全学級数 ５ 

7



管内 後志 学 校 名 北海道小樽水産高等学校 学科 水産科 全学級数 12 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

インターンシップ 

＜目的＞ 

・就業体験を通して、自己の職業適性について考える。また、望ましい勤労

観、職業観の育成を図る。 

概 要 ○ 期日 令和４年９月 14日（水）～16日（金） 

     ９：00～17：00 

○ 場所 小樽市内各事業所 

○ 対象 第２学年全員（131名） 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 各事業所の指導に基づき、見学、 

作業、講義などの就業体験を行う。 

○ 方法 ・生徒の希望に応じた実習先を探し、受入れを依頼する。 

・終了後、実習日誌と感想文を提出させ、個別指導に活用する。 

連 携 先 ・小樽市内各事業所 

工 夫 し て 

い る 点 

・インターンシップの実施に当たり、事業所について調べ、概要書を作成し

た。また、自己紹介書を作成して事業所に送付した。実施後には自己評価

を行い、インターンシップのまとめを作成し、事業所にも配布した。 

得 ら れ る 

効 果 

・当初の目的に加え、社会性（積極性・協調性・責任感）、情報収集力及び分

析力、表現力（プレゼンテーション能力・コミュニケーション能力）の育

成を図ることができた。 

◆ 早期離職防止を目指した取組 

取 組 名 

外部講師の活用（労働条件セミナー） 

＜目的＞ 

・社会人として働くうえで必要な労働関係法令の基礎知識を学び、安心して

働くための知識を身に付ける。 

概 要 ○ 期日 令和４年 12月 16日（金） 

10：45～11：35 

○ 場所 本校体育館 

○ 対象 第３学年全員（147名） 

○ 実施教科・科目等 特別活動（LHR） 

○ 内容 遭遇した労働トラブルを解決できる道筋を学ぶ。 

○ 方法 外部講師による講話 

連 携 先 ・LEC東京リーガルマインド（厚生労働省委託事業） 

工 夫 し て 

い る 点 

・生徒に分かりやすく解説するために、外部講師が具体的な事例を交えなが

ら講演をすること。 

得 ら れ る 

効 果 

・労働関係法令の正しい理解を深めることができた。 

・会社と本人との間での労働条件の認識のずれをなくし、早期離職を防ぐため

の助言を受けることができた。 
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管内 胆振 学校名 北海道苫小牧総合経済高等学校 学科 商業科 全学級数 10 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

民間業者による「基礎力診断テスト」を活用した資料分析説明会 

＜目的＞ 

・生徒一人一人が、学習面を中心に学校生活等に係る分析結果を踏まえ、キャリア形成 

 に見通しをもち、今後の進路活動において工夫・改善を図る。 

概 要 ○ 期日 令和４年６月 16日（木） 

○ 場所 本校体育館 

○ 対象 全学年（学年毎に分かれて実施） 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間等 

○ 内容 ・離職者問題について 

     ・分析結果の見方について 

連 携 先 ・株式会社ベネッセコーポレーション 

工 夫 し て 

い る 点 

・ベネッセコーポレーション担当者による分析説明会及び２回目の診断テスト終了後、 

学習活動（進路活動）に不安を抱える生徒を対象に進路指導部が中心となり個別面談 

を実施。面談内容を担任及び学年団へ報告することにより、対象生徒の進路活動への 

意識の高揚を促す。 

得 ら れ る 

効 果 

・本校における教育活動を踏まえ、第１学年から生徒一人一人が自己進路実現に向けた

目標設定につなげることができる。 

◆ 早期離職防止を目指した取組 

取 組 名 

卒業生講話 

＜目的＞ 

・自己理解とキャリア形成に向けた探究活動の推進を図る。 

概 要 ○ 期日 令和４年４月 29日（金）、５月 18日（水） 

○ 場所 本校体育館及び教室 

○ 対象 第３学年 

○ 実施教科・科目 課題研究 

○ 内容 ・卒業生による在学中の取組 

     ・進路決定に向けて重要視したこと 

     ・社会人としての毎日のスケジュール 

     ・仕事をする上で先輩方から学んだことや自分自身が努力したこと 

・仕事をする上で壁に当たったときの乗り越え方 

     ・後輩に向けて残りの高校生活を有意義に過ごすためのアドバイス 

連 携 先 ・本校卒業生 

工 夫 し て 

い る 点 

・自己の進路決定を目前に控えた生徒が、就職先で起こりうる事柄と、対応についての

知識・知恵を卒業生から学ぶ。 

・卒業生が、進路決定におけるプロセスや高校時代の取組について、体験談を通して講

話することで、生徒が自らのキャリア形成について考えを深める機会とする。 

得 ら れ る 

効 果 

・卒業生による具体的な講話を聞くことで、生徒は、進路の実現に向けて残りの高校生

活で身に付けるべき力を意識して学校での活動に取り組むことができる。 
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管内 日高 学 校 名 北海道富川高等学校 学科 普通科 全学級数 ３ 

◆ 早期離職防止を目指した取組 

取 組 名 

高校生就職ガイダンス 

＜目的＞ 

・キャリア教育の一環として、就職活動の日程や求人票の見方、雇用形態の

違い、身だしなみやマナーについて学ぶことで、生徒に見通しをもたせ、

主体的な就職活動へつなげる。 

・模擬面接等に挑戦することにより、生徒の就職活動への意欲を高める。 

概 要 ○ 期日 令和５年１月 13日（金）8：45～14：45 

○ 場所 本校講義室 

○ 対象 第２学年の希望者 

○ 実施教科・科目 冬季休業中 

○ 内容 就職ガイダンス事務局から 

派遣された講師による講話 

や模擬面接等を実施。 

連 携 先 ・就職ガイダンス事務局 ・ハローワーク苫小牧 

工 夫 し て 

い る 点 

・外部講師を活用して、講話により就職活動に係る事項を学ぶとともに、模

擬面接を実施して、生徒一人一人にセミナーのまとめを行った。 

得 ら れ る 

効 果 

・外部講師からの講話だけでなく、グループワークや模擬面接等の活動を取

り入れることで、今後の就職活動に向けての主体性を参加生徒に育むこと

ができた。 

取 組 名 

卒業生講話 

＜目的＞ 

・卒業生による講話を通して、生徒が進路に対して主体的に考えるきっかけ

とする。 

概 要 ○ 期日 令和４年３月 18日（金） 

13：15～15：05 

○ 場所 校内各教室 

○ 対象 第１、２学年 

○ 実施 総合的な探究の時間 

○ 内容 卒業生が Webで参加し、就職後の体験 

談等について講話を行う。 

連 携 先 ・卒業後３年程度経過の卒業生を中心に、進学者、就職者をバランスよく選

定する。 

工 夫 し て 

い る 点 

・進路に対して主体的に考えるきっかけとするため、生徒が感想文を書き、

振り返る機会を設定した。 

得 ら れ る 

効 果 

・生徒から卒業生に対し、高校在学時に取り組むべきことや就職試験に向け

た活動に関することについて積極的に質問するなど、生徒の進路意識の高

揚を図ることができた。 
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◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

お仕事スタートアップガイダンス 

＜目的＞ 

・地域産業や地域企業について理解を深め、多様な職業への関心や就労の意

欲を高める。 

概 要 ○ 期日 令和４年 10月 20日（木） 

     10：00～15：15 

○ 場所 本校 

○ 対象 第１学年（10：00～11：50） 

     第２学年（13：30～15：15） 

○ 実施教科・科目 

第１学年 LHR 

第２学年 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・地域の企業等の担当者による講話と実演 

・仕事の体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 携 先 ・北海道就業支援センター及び地域の企業等 

工 夫 し て 

い る 点 

・北海道就業支援センターと連携して地域の企業等を選定し、全 10箇所のブ

ースで各担当者による講話の他、体験的な学びができるような内容を設定

した。 

・事前に生徒への希望調査を行って、生徒が関心のある企業等のブースを訪

れるようにした。 

・第１年生全員が 11月 10日（木）に開催された「地元のおしごと紹介フェ

ア」（主催：渡島総合振興局、共催：渡島教育局）に参加し、本ガイダン

スで学んだことをさらに深められるようにした。 

得 ら れ る 

効 果 

・講話や体験的な学びを通して、生徒が多様な職業について関心を高め、将

来の職業選択について考えるようになった。 

・就職指導に係る他の学習機会（「地元のおしごと紹介フェア」への参加、

進路講話、職業探究等）と関連させることで、生徒が地域の企業や各業種

の仕事について理解を深め、働くことのイメージをより具体的にもつよう

になった。 

管内 渡島 学 校 名 北海道大野農業高等学校 学科 農業科 全学級数 ９ 

【企業担当者による講話の様子】 

【企業担当者による実演（左）と生徒が体験（右）している様子】 

11



 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

中学校と高校が連携したキャリア教育の推進（「職業を知るガイダンス」） 

＜目的＞ 

・中学校と高校で生徒に身に付けさせたい「基礎的・汎用的能力」を共有し、

中高で一貫したキャリア教育に係る取組を実践する。 

概 要 ○ 期日  令和４年６月 29日（水） 

９：50～11：40 

○ 場所 本校 

○ 対象 本校第１、２学年 

福島町立福島中学校の生徒 

○ 実施教科・科目 

     第１学年 LHR 

     第２学年 総合的な探究の時間 

○ 内容 大学、専門学校、町役場、企業等の担当者による講話や実演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 携 先 ・福島町立福島中学校 ・大学、短大、専門学校、町役場、企業等 

工 夫 し て 

い る 点 

・福島町立福島中学校と本校の教員で、生徒のキャリアプランニング能力の

育成を図るために、合同で「職業を知るガイダンス」を実施した。 

・ガイダンスの前後に、ワークシートを活用して生徒の職業観や勤労観を記

録することで、生徒の自己理解を深めた。 

得 ら れ る 

効 果 

・町内の中学校と高校が連携することで、中学１年生から高校２年生までの

５年間を見通してキャリア教育に取り組むことができるようになり、ワー

クシートによる記録を蓄積する仕組みを構築することができた。 

・ガイダンスを通して、生徒は、学ぶこと・働くことの意義や役割について

理解を深め、将来の目標を明確にすることの大切さに気付いた。 

 

管内 渡島 学 校 名 北海道福島商業高等学校 学科 商業科 全学級数 ３ 

【「職業を知るガイダンス」の様子】 

【職業観・勤労観等を記録するワークシート】 

ガイダンスの事前と事

後に、「『働く』とは、

どの様なことだと思う

か」を記載し、生徒が

職業観や勤労観の変容

を振り返ることができ

るようにした。 
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管内 檜山 学 校 名 北海道檜山北高等学校 学科 総合学科 全学級数 ６ 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

進路相談会 

＜目的＞ 
・進路の検討や実現のため、主体的に企業の情報を得る姿勢を養うことや、
説明を聞くことで進路に向けての視野や考えを広げる。 

概 要 ○ 期日 令和４年６月 17日（金） 
     13：20～15：10 
○ 場所 体育館、柔剣道場、多目的教室 
○ 対象 全校生徒 
○ 実施教科・科目 

１年次「産業社会と人間」 
２・３年次「総合的な探究の時間」 

○ 内容 ・各企業の相談ブースにおいて、担当者と面談の実施（体育館） 
     ・各学校等の資料の配付（柔剣道場） 
     ・進路に関する講演動画の視聴（多目的教室） 

連 携 先 ・地域の行政機関、病院、建設会社等 

工 夫 し て 

い る 点 

・職業理解を深め、進路に向けての視野を広げるため、各生徒が２つ以上の
ブースを回って担当者から説明を聞くことにしている。 

・生徒のさまざまな進路希望に対応するため、３会場を設置している。 

得 ら れ る 

効 果 

・それぞれの生徒が、企業等からさまざまな情報を得ることにより、自分自
身や進路について深く考える契機となった。 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

３年次生による講話 

＜目的＞ 
・進路選択に役立てるとともに、多様な進路活動を知る。 
・自己の進路実現に向けて具体的な方法を知り、目標を明確にする。 

概 要 ○ 期日 令和５年２月１日（水） 
     13：20～15：10 
○ 場所 多目的教室 
○ 対象 １・２年次 
○ 実施教科・科目 

１年次「産業社会と人間」 
２年次「総合的な探究の時間」 

○ 内容 ３年次生から１・２年次生へ、自らの進路活動における成功談や 
失敗談等について講話 

連 携 先 ・３年次生 

工 夫 し て 

い る 点 

・２年次生には、進路希望に対応した具体的な講話を行うため、大学・看護
学校希望者、専門学校希望者、公務員希望者、就職希望者に分けている。 

・１年次生には、今後の学校生活における見通しをもたせるため、学校生活
において気を付ける点など、具体的な講話内容としている。 

得 ら れ る 

効 果 

・それぞれの生徒が、３年次生の進路活動の体験談を聞くことにより、進路
に向けての自分自身の取組や学校生活の過ごし方について深く考え、意欲
を高める契機となった。 
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管内 上川 学 校 名 北海道美瑛高等学校 学科 普通科 全学級数 ３ 

◆ キャリアプランニングスーパーバイザーと連携した効果的な取組 

取 組 名 

進路意識を高める個別カウンセリング 

＜目的＞ 

・個別カウンセリングにより、生徒が自らの進路を主体的に考えることで、進路意識を

高め、見通しをもって進路活動を行えるようにする。 

概 要 ○ 期日 令和４年５月 17日（火）～20日（金） 

     １～４校時 

○ 場所 本校小会議室 

○ 対象 第３学年の就職希望生徒 

○ 内容・上川教育局のキャリアプランニングスーパー

バイザーによる個別カウンセリングの実施 

・生徒が進路活動の見通しをもてるよう、一人  

ひとりの希望職種の業務内容や必要とされる 

資質・能力の具体的な提示 

連 携 先 ・上川教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー） 

工 夫 し て 

い る 点 

・個別カウンセリングでは、生徒が自らの進路を主体的に考えることができるよう、生

徒への問いかけや、生徒が発言する機会を増やした。 

・生徒が進路実現に向けて具体的な行動ができるよう、個別カウンセリング後に生徒に

進路活動の計画表を作成させた。 

・コロナ禍の状況を踏まえ、オンラインによる個別カウンセリングを可能とした。 

得 ら れ る 

効 果 
・生徒に主体的に進路活動に取り組む姿勢を身に付けさせることができた。 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）委員による面接指導 

＜目的＞  

・地域や学校、生徒の現状をよく知る学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委

員が面接指導を行うことで、模擬面接に緊張感をもたせるとともに、職業理解を深め

るアドバイスを得る機会とする。 

概 要 ○ 期日 令和４年９月７日（水） ９：25～15：30 

○ 場所 本校小会議室 

○ 対象 第３学年の就職希望生徒 

○ 内容 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委員による模擬面接の実施 

連 携 先 ・北海道美瑛高等学校学校運営協議会 

工 夫 し て 

い る 点 

・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委員の中から、美瑛町役場の管理職に

面接指導をお願いするなど、人選を工夫した。 

得 ら れ る 

効 果 

・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委員から、職業理解を深めるアドバイ

スをいただき、生徒は自信をもって就職試験に臨むことができた。 
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◆ キャリアプランニングスーパーバイザーと連携した効果的な取組 

取 組 名 

進路講話「職業の４分類」 

＜目的＞ 

・職業の基礎である４つの分類（データを使う、物を使う、人と接する、アイディア

を出す）について知ることで、職業の成り立ちを理解させる。 

・職業と 4つの分類の関係を通じて、自分の興味・関心について再確認させ、進路選

択に役立てる。 

概 要 ○ 期日 令和４年 10月 20日（水）14：25～15：15 

○ 場所 本校視聴覚室 

○ 対象 第２学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容  

１ 職業は単に１つの分類で成り立つので 

 はなく、４つの分類の組合せで構成され 

ていることを説明する。（図１） 

２ 生徒に職業の４つの分類のカード（４ 

 分類×各 10枚＝計 40枚）を配布する。 

（図２） 

３ カードに記載された文章を読み、４つ 

 の項目（下表）にカードを分けた後、項 

目毎にワークシートに貼る。   

 

 

 

４ ４つの項目毎に４つの分類それぞれの 

 枚数を集計表（下表）に記入し、自分の 

興味・関心を振り返る。  
    記入例 

 
 
 
 
 

連 携 先 ・留萌教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー） 

工 夫 し て 

い る 点 

・生徒が集中して取り組めるように、心理学者プレディガーのワークタスク・ディメ 

ンションの理論を活用した講話を依頼した。 

・生徒が熟考して作業できるよう十分に時間を取り（25 分）、全員がワークシートを

時間内に完成できるように、作業が滞っている生徒に対して声をかけ、サポートし 

た。 

得 ら れ る 

効 果 

・生徒が、職業の４つの分類を通して職業の成り立ちを学び、自分の興味・関心を 

理解し、主体的に進路を選択することができるようになる。 

 

 

管内 留萌 学 校 名 北海道苫前商業高等学校 学科 商業科 全学級数 ３ 

得意／できる 好き／やってみたい 

苦手／できない 嫌い／やりたくない 

 

【図３ 完成したワークシート】 

 

 

 

 

】 

 

 得意 好き 苦手 嫌い 

データ ２ ３ ４ １ 

物 ５ ３ １ １ 

人 １ １ ６ ２ 

アイディア １ １ ７ １ 

 

分類 項目 

 

 

【図１ 職業の４分類（イメージ）】 

 

【図２ 職業の４分類のカード（一部）】 
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管内 宗谷 学 校 名 北海道利尻高等学校 学科 普通科・商業科 全学級数 ６ 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

利尻島内中学校・高校合同「学問研究ガイダンス」 

＜目的＞ 

・学問と実社会との関連性についての学び、「学ぶこと」と「働くこと」の

意義について生徒の理解と認識を深める。 

概 要 ○ 期日 令和４年５月９日（月）～11日（水） 

     10：30～13：00 

○ 場所 本校体育館及び教室 

○ 対象 全校生徒（利尻島内の中学生 60名程度） 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・進路講演会（講師 植松 努 氏） ・大学体験授業 

     ・上級学校講師による地域ＰＲの手法に係る講演及び模擬講義 

連 携 先 ・道内大学、専門学校等 

工 夫 し て 

い る 点 

・中学校と合同で実施することで、島内の連携や故郷に対する愛着の育成を

図っている。 

・生徒の進路実現への意識や勤労観を高めるため、大学や専門学校の講師か

ら「学ぶこと」と「働くこと」に特化した講義を行っていただいている。 

得 ら れ る 

効 果 

・利尻島に関する職業等について興味・関心を喚起し、進路目標・人生設計

を考える機会とすることができる。 

・進学して学問を探究する意義を理解するとともに、職業選択の幅を広げ、 

進路実現に対する意欲を向上させることできる。 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

企業勉強会 

＜目的＞ 

・様々な企業を知り、進路に関する視野を広げることや、利尻島内での就職

の促進を図る。 

概 要 ○ 期日 令和４年 12月９日（金） 

     13：25～15：15 

○ 場所 本校体育館 

○ 対象 第１・２学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 利尻島内十数社の企業担当者を招き、 

ブース形式で１回につき25分程度の 

勉強会を３回に分けて行う。 

連 携 先 ・利尻島内の各種企業 

工 夫 し て 

い る 点 

・企業による勉強会を３回に分けて実施することで、生徒が職業に関して段

階的に学ぶことができるよう工夫している。 

得 ら れ る 

効 果 

・利尻島内の企業の説明を聞くことで、利尻島内の企業の概要を知るととも

に、地元への愛着を形成することができる。 
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◆ 職業理解を深める取組 

 

 

 

 

 

 

 

管内 オホーツク 学 校 名 北海道網走桂陽高等学校 学科 普通科・商業科 全学級数 12 

取 組 名 

お仕事スタートアップガイド 

＜目的＞ 

・早期離職の予防のため、地域企業就職担当者から直接企業説明を受ける機 

 会を設けて生徒の就業意識を醸成する。 

概 要 ○ 期日 令和５年１月 30日（月） 

             10：50～12：40 ２年普通科 

             13：20～15：10 ２年商業科・事務情報科 

令和５年１月 31日（火） 

        10：50～12：40 １年普通科 

             13：20～15：10 １年商業科・事務情報科 

○ 場所 第２学年：体育館  

第１学年：格技場、社会科教室、自習室、進路資料室 

○ 対象 第１・２学年 

○ 実施教科・科目 ACT 

○ 内容 網走商工会議所の協力を得て、網走の商工会の会員企業と本校の 

     卒業生が就職したことのある企業を学校で選び、その中から16の 

     企業を１・２学年に提示し、説明を受ける企業を調整して、１人      

     の生徒が４つの企業から説明を受けた。 

 

連 携 先 ・網走商工会議所 ・オホーツク教育局 

工 夫 し て 

い る 点 

・生徒の視野を広めるために、希望分野以外の企業の説明を受けられるよう 

 心がけている。 

得 ら れ る 

効 果 

・生徒の就職や進路選択の幅が広がる。 

・企業側が高校生の様子を理解する貴重な機会となっている。 
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◆ キャリアプランニングスーパーバイザーと連携した効果的な取組 

取 組 名 

第１学年向けキャリアプランニングスーパーバイザーによる進路講話 

＜目的＞ 

・講話を通して、進路に向けての情報収集をするとともに進路意識の高揚を図る。 

また、進路活動に見通しをもたせ、今後の計画に具体化を促す。 

概 要 ○ 期日 令和４年５月 12日（木）13：25～15：00 

○ 場所 本校多目的室 

○ 対象 第１学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・高校卒業後の進路を考える  

 

連 携 先 ・オホーツク教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー）  

工 夫 し て 

い る 点 

・１年生の早い時期から進学・就職についての講話を取り入れることで、進路意識を向 

上させた。 

・生徒の実態に合わせた内容となるよう、担任と進路部で内容を確認し、進路指導員と 

念入りな打合せを行った。 

得 ら れ る 

効 果 

・進学、就職先の探し方や情報ツールの活用の仕方などを学ばせることができた。 

・講話実施後の進路活動に向けて、生徒が主体的に情報収集や今後の進路活動で取り組 

まなければならないことを考えさせることができた。 

 

取 組 名 

第３学年向けキャリアプランニングスーパーバイザーによる進路講話 

＜目的＞ 

・講話を通して、新社会人に求められていることや、早期離職を防ぐための考えを深め、 

卒業後に向けた心構えをつくる。 

概 要 ○ 期日 令和５年１月 17日（火）13：25～15：00 

○ 場所 多目的室 

○ 対象 第３学年 

○ 実施教科・科目 総合的な探究の時間 

○ 内容 ・新社会人に求められること   

・早期離職を防ぐために 

連 携 先 ・オホーツク教育局（キャリアプランニングスーパーバイザー）  

工 夫 し て 

い る 点 

・マナーや名刺交換など、社会に出たら必要な知識を身に付ける体験学習を行った。 

・離職率の話や情報管理の話の中で具体的な数値や例を挙げることで、関心をもたせる 

工夫をした。 

得 ら れ る 

効 果 

・ワークショップを通じて、マナーや挨拶、言葉遣いを意識するようになり、さらに知 

識を高めようと、積極的に調べる姿が見られた。 

・講話後の生徒の感想から、相談対応や職業支援をする機関を知ったことで、就職後の 

仕事や職場付き合いの不安が払拭されたとの声が多く見られた。 

管内 オホーツク 学 校 名 北海道雄武高等学校 学科 普通科 全学級数 ３ 
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管内 十勝 学 校 名 北海道更別農業高等学校 
学

科 
農業科 全学級数 ６ 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

お仕事スタートアップガイダンス 

＜目的＞  

・第１学年から生徒が主体的に職業を体験できる環境を整えることにより、職業に 

ついての理解と進路選択の意識付けを行う。 

概 要 ○ 期日 令和４年 10月 21日（金）５、６校時 

○ 場所 体育館・調理室・被服室・ 

家庭経営室・各ＨＲ教室 等 

○ 対象 第１学年、第２学年 

○ 実施教科・科目 ＬＨＲ 

○ 内容 管内企業を招き、高校生の進路選択に役 

立つ情報を得るとともに職業体験を行う。 

連 携 先 ・ジョブカフェ帯広 

工 夫 し て 

い る 点 

・十勝管内企業 12社（公務員を含む）が来校し、実演や職業体験ができる十分なス

ペースを校舎内に確保して実施した。 

・事前アンケートを実施して、最低２社受講できるように設定した。 

得 ら れ る 

効 果 

・早い段階で生徒が興味をもっている企業・団体を招き、体験することにより、高

校生の進路選択に役立つ情報や職業体験を通して進路選択の意識付けができた。 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

外部講師を活用した社会人マナー講習 

＜目的＞ 

・面接試験への心構えを身に付けさせることにより、各学年に応じた進路の意識付

けを行う。 

概 要 ○ 期日（３年）令和４年７月 20日（水）・令和５年１月 23日（月） ５、６校時 

    （２年）令和４年８月 23日（火）５、６校時 

    （１年）令和５年３月９日（木）５、６校時 

○ 場所 本校体育館 

○ 対象 各学年 

○ 実施教科・科目 ＬＨＲ、課題研究 

○ 内容 面接試験への心構えについて実際の場面 

を想定した形で実習する。 

連 携 先 ・帯広商工会議所 

工 夫 し て 

い る 点 

・社会人になるに当たって身に付けなければならない基本マナーを、各学年に必要

なポイントに絞ってそれぞれ指導した。 

・毎年、同一の講師が担当することで、継続的な指導ができる。 

得 ら れ る 

効 果 

・各学年に応じた講習を受講することで、段階的に進路への意識付けができた。 

・同一講師による講習のため、講師と生徒との人間関係が構築され、より深い進路

指導ができた。 
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管内 釧路 学 校 名 北海道釧路工業高等学校 学科 工業科 全学級数 15 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

工事現場見学会（土木科） 

＜目的＞ 

・実際の工事現場を見学し、建設業の役割及び業務内容を正しく理解する。 

概 要 ○ 期日 令和４年 10月 13日（木）８：40～15：20 

○ 場所 北海道横断自動車道（釧路市美濃他） 

○ 対象 第１学年（全員） 

○ 実施教科・科目 実習 

○ 内容 ・工事現場見学、概要説明 

     ・最新の測量機器操作体験 

     ・卒業生講話、ディスカッション 

連 携 先 ・釧路開建建設業人材育成連携会議事務局 

（釧路開発建設部、釧路建設業協会、釧路建親会、釧根測量設計業協会） 

工 夫 し て 

い る 点 

・工事現場の他に現場事務所の見学も実施している。 

・最新機器の操作体験及び卒業生や企業の方とのディスカッションを通じて、 

生徒の興味・関心を高めている。 

得 ら れ る 

効 果 

・1年生を対象としているため、建設業の役割や職場環境の正しい理解につ

ながり、土木技術者を目指すための意識の向上が見られる。 

◆ キャリア教育を推進する取組 

取 組 名 

２級土木施工管理技術検定の合格に向けて（土木科） 

＜目的＞ 

・地元建設業協会の支援を受けながら、２級土木施工管理技術検定第一次検

定合格を目指す。 

概 要 ○ 期日 令和４年４月 11日（月）～10月 23日（日） 

○ 場所 本校、釧路建設業協会 

○ 対象 第３学年（全員） 

○ 実施教科・科目 土木施工 

○ 内容 ・授業内容と並行して試験準備を行う。 

     ・日建学院発行のテキストを用いて試験内容を理解する。 

     ・釧路建設業協会主催の直前講習会に参加する。 

連 携 先 ・釧路建設業協会 

工 夫 し て 

い る 点 

・生徒の負担を軽減するため、釧路建設協会よりテキスト代と検定料の支援

を受けている。 

・試験直前の講習会を試験２週間前に設定し、総まとめを実施している。 

得 ら れ る 

効 果 

・国家資格の取得を目指すことにより、土木施工の内容を理解するとともに、 

建設業で働く意識の向上につながっている。 
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管内 根室 学 校 名 北海道別海高等学校 学科 普通科・農業科 全学級数 12 

◆ 職業理解を深める取組 

取 組 名 

べっかい！先生のたまごプロジェクト（教員インターンシップ） 

＜目的＞ 
・小中学校でインターンシップを体験し、教員の仕事内容や楽しさ、やりが
いなどについて理解を深め、魅力を高めるとともに、「将来、地域(別海)の
子どもたちを育てたい！」と考える「先生のたまご」を育てる。 

概 要 ○ 期日 令和４年９月 13日（火）～12月６日（金） 
○ 場所 別海町内小中学校（生徒の出身学校） 
○ 対象 第１学年から第３学年の希望者（1年 BSAG（進学を目指す有志グ

ループ）は全員参加） 
○ 内容 １年（１日間）：授業参観、生徒との交流、教員との懇談 

２年（２日間）：授業参観、学習補助、生徒との交流、教員との懇談 
３年（３日間）：授業参観、学習補助、担任体験、放課後の業務参  
        観、教員との懇談 

連 携 先 ・根室教育局 ・別海町内小中学校 ・別海町教育委員会 

工 夫 し て 
い る 点 

・生徒の出身校で体験することで、児童生徒としての体験と教員側の指導の  
  関連を理解させるとともに、地域に貢献したい気持ちを育てる。 
・１年生では「教員に対する興味や関心を高める」、２年生は「教員の仕事へ 
 の理解を深め、大学選択などの進路実現に役立てる」、３年生では「教員に 
 向かう態度を高め、大学進学後の充実した大学生活に生かす」といった、 
 学年ごとのねらいを明確にし、効果的な体験とする。 
・事前学習で心構えや礼儀作法を養い、体験後は他の生徒に対し、成果を普 
及する報告会を実施している。 

得 ら れ る 
効 果 

・北海道及び根室管内における教員の確保を目指す。 
・将来の職業に関しての理解の向上により、学習意欲の向上を図る。 
・地域の方々からの本校及び本校生徒に対する理解を促進する。 

◆ 早期離職防止を目指した取組 

取 組 名 

職場訪問、地元企業との懇談会（企業見学・企業との懇談） 

＜目的＞ 
・就職を希望するに当たり、地元企業の理解を深める。 
・高校生と企業の相互の認識の違いを解消し、早期離職の防止を図る。 

概 要 【企業訪問】 
○ 期日 令和５年１月 24日（火）13：15～15：05（公欠で参加） 
○ 場所 町内企業、役場等     
○ 対象 第１、２学年の就職希望者 
【地元企業との懇談会】 
○ 期日 令和５年２月２日（木）15：50～17：30 
○ 場所 体育館          
○ 対象 第１、２学年の就職希望者 

連 携 先 ・根室教育局 ・別海町役場商工観光課 
工 夫 し て 
い る 点 

・１年生から取り組むことで、早期からの自己啓発に努めるようにする。 
・生徒一人ひとりの希望に沿った所に行けるよう考慮しつつも、希望以外の 
 職種の企業との懇談の場を設けることで、職業に関する視野を広げる。 

得 ら れ る 
効 果 

・早期離職の減少 
・就職に関する意識の向上による、自己の適性の把握 
・地域に対する理解の伸長 
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令和４年度「就職指導の改善に関する研究」報告書まとめ 

 

１ 標津高校における本研究の調査結果と考察 

(1) 離職状況・就業意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 就職未内定又は進路希望を設定できないまま卒業した生徒に対する支援 

調査対象となった卒業生の中に、就職未内定で卒業した生徒が１名いたが、今回の調査で

標津町の臨時職員として在職していることが判明した。標津町には、希望があれば就職未内

定の卒業生を臨時職員として雇用する制度がある。今後、就職未内定又は進路希望を設定で

きないまま卒業する生徒がでる場合も考えられることから、標津町と連携し支援策の一つと

していく。 

   また、今年度も就職未内定又は進路希望を設定できないまま卒業した生徒はいなかったが、

求人票公開後も希望職種を決定できず就職活動が難航し、未内定のままでの卒業が懸念され

るケースがあった。関係機関の協力を得て、最終的に生徒と保護者が納得する進路に落ち着

き、進路希望を設定できないままの卒業とならなかった背景には、１学年時から生徒の進路

希望を把握し、日頃から保護者と進路活動について連絡を取っていたためである。正確な状

況把握によって、関係機関と連携し、対応することができたと考えられる。 

   生徒に対する支援として、ハローワークやジョブカフェ、地域若者サポートステーション

等の支援機関と連携することが考えられるが、就職未内定又は進路希望を設定できないまま

の卒業を未然に防ぐことが理想であり、日頃からの進路指導の継続が必要である。 

就職指導の改善を図る目的で本校卒業生の

離職状況を調査した。新型コロナウイルス感染

拡大の影響を受けて就職先企業の訪問を控え

ていたが、今年度は可能な限り訪問を行い、採

用担当者や卒業生に面会して状況を聞き取っ

た。 

 調査により就業状況を確認できたのは 51 名

であった。早期離職者は 11名（全体の約 22％）

で、全国値 15.0％（令和２年 厚生労働省）と

比較すると高い数値である。（図１） 

また、離職理由は、職場の人間関係、仕事内

容が合わないことを挙げる企業が多い。（図２） 

（図２） 

   

企業が考える早期離職理由（複数回答可） 

2023.4 北海道教育庁学校教育局高校教育課 

早期

離職者

22％

在職者

78％

卒業後の早期離職状況 

（図１） 
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(3) 企業側と卒業生の意識の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下の図３に示した調査結果から、高校を卒業し就職する者に対して企業が求める資質・能

力は、礼儀やあいさつ等の基本的マナー、文章の読解力や漢字及び文章力をはじめとする基

礎的学力、幅広い年代の人と付き合えるコミュニケーション能力など、従来から必要とされ

てきたものと大きな変化はない。「新入社員研修では、大学卒業生より丁寧に説明している。」

「高校卒業間もない新入社員に難しいことは求めません。」と言い切る企業担当者がほとん

どであった。 

卒業生に対し就職後の悩みを聞く中で、「高校時代に学んだことで役立ったこと」（図４）

について尋ねると、「資格取得、ワードやエクセル、パワーポイントなどのパソコン技術、名

刺交換などのビジネスマナー」など、仕事の業務に関係するものが挙げられ、新入社員とし

て目の前の仕事と格闘する日々の姿が想像された。学校行事や部活動、ボランティア活動を

通じていろいろな立場や年代の人と交流したことを挙げる意見は少数であった。多くの企業

が、高校卒業の新入社員に高度な技能を求めず、幅広い年代とのコミュニケーション能力を

求めていたことを考えると、企業と新入社員の意識に違いがあると言える。 

企業から高校への要望（複数回答可） 

（図３） 

（図４） 

高校の指導で就職して役立ったこと（複数回答可） 
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(4) 企業側の主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) ICTを利用した就職試験や採用に対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は ICT を活用した就職試験を受験する生徒はいなかったが、企業側へ ICT を活用し

た面接の実施について質問した。採用に当たって直接会って話したいと考える企業が多い中

で、地元以外の遠方からも採用したいため、積極的に ICT を使って面接を行うとする企業も

ある。（図５） 

◆高校卒業の新入社員に求めるもの 

・最低限の挨拶と返事ができればよい。高校卒業の新入社員に、大学卒業や専門学校卒業の新 

入社員と同じ能力を求めているわけではない。（事務職） 

・明るい性格に越したことはないが、休憩時間などに雑談ができるとよい。（事務職） 

・職場には色々な年代の社員がいる。離れた世代の社員とも会話してほしい。（販売業） 

・達筆でなくてよいが、直筆で書く文字が整っていてほしい。手書きの文字は「会社の顔」と

して判断されるから。（事務職） 

・高所での作業があるので、元気でキビキビ動けるとよい。（製造業） 

・作業工程ごとの引継ぎがあり、互いに協力して製品を完成させていく。都合の悪いことも正

確に伝え、物事の善悪を判断できること、マナーを守ることができることが大切。（製造業） 

・簡単な計算、正しい文字、文章が書けること。（事務職） 

・働く理由が明確な人を採用する。お金が目的でもよい。お金を稼ぐ目的があれば、仕事を簡

単にやめないと思う。（製造業） 

◆早期離職を防ぐために 

・アルバイトでも部活動でも、「他人とつながる」経験をしてきてほしい。（製造業） 

・地元から採用したい。何かがあったときにすぐ頼ることができると考えているからか分から

ないが、実家が近いと早期離職が少ないように感じる。（製造業） 

・同じ年頃の社員がいるとお互い高め合って、話もできるのではないか。（製造業） 

・職場の人間関係の中で「自分の立場」を確立できると、早期離職につながりにくいと思う。

（製造業） 

・分からないことがあれば、小さな事でも周囲に助けを求めてほしい。（事務職） 

・新入社員の能力を見極めて、なるべく無理のない仕事をさせている。（製造業） 

・就職後に仕事に必要な資格試験があるので、基礎学力、勉強する習慣を付けていると仕事に

も役立つ。（金融業） 

・ミスマッチを理由に離職する場合が多い。応募する前に仕事内容を少しでも理解して、職場

で働く自分の姿をイメージして入社してほしい。（金融業） 

・どんな業務があるのかを知ってから、入社試験を受けてほしい。（サービス業） 

ICTを活用した採用活動について（企業 14社） 

（図５） 
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(6) 最後に 

 今年度行った企業訪問から、早期離職に至った卒業生は経験を踏まえて時間を置かず次の

就職先で活躍しているケースもあるが、早期離職を繰り返していた卒業生もおり、高校卒業

後に就職した卒業生のさまざまな現状を知ることとなった。また、追跡が難しい卒業生につ

いても、企業側から離職時の状況を聞くことができた。 

このことから、就職指導の改善には高校在学中から進路意識を向上させ、職場や働くこと

への理解を深める必要があることを実感した。今年度調査研究項目の一つであった「ICTを

活用した就職活動支援」も含め、研究成果を生かした的確な就職支援を行うことが重要であ

る。 

新型コロナウイルス感染拡大をきっかけに ICT を利用した就職活動が行われはじめたが、

新型コロナウイルスが終息した後も、ICTを利用した就職活動が考えられる。本校の進路の手

引に ICTを使った面接マニュアル（図６）を追記し、今後の就職指導に活用する。 

（図６） 
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２ 静内農業高校が、３年生を対象に実施している進路ガイダンスにおいて使用したスライド資 

料と指導事項（早期離職の防止につながる内容を一部抜粋） 

（注）枠内の左がスライド資料、右が指導事項を表す ※一部加工済み 
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３ 松前高校における本研究のまとめ及び今後の方針 
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４ 旭川北高校定時制が作成した「進路の手引」（一部抜粋） 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

高校生活ﾚｯﾂｽﾀｰﾄ

（進路希望調査②）
進路希望調査①

職業いろいろ発見

（職業調べﾜｰｸｼｰﾄ）

進路講座

（ﾊﾛｰﾜｰｸと就労支援）
上級学校見学 高校４年間の設計図

新入生のための生徒理

解調査

入門自分発見

（クレペリン検査）

進路講座

（職業を知ろう）

高校生活の設計図

（三修制と科目選択）
上級学校調べ②

進路希望調査② 宿泊研修（CST）
進路講座

（ｱﾙﾊﾞｲﾄしてみよう）
上級学校調べ①

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

施設見学
ソーシャルスキルト

レーニング
進路相談員講話

コミュニケーション能

力講話
日本語ワープロ検定

科目選択講座 旭川冬まつり見学

進路希望調査②

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

Let'sStart 高２生活

（進路指導について）
進路希望調査①

あなたの個性と適性（職

業レディネステスト）

自己実現のためのライ

フプラン

アルバイト指導 仕事選びのステップ

クレペリン検査 学校選びのステップ

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

日本語ワープロ検定 進路相談員講話
コミュニケーション能

力講話
日本語ワープロ検定

進路希望調査② 見学旅行 旭川冬まつり見学

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

オリエンテーション

（進路指導について）
進路希望調査① 進路説明 志望理由書の書き方 面接試験トレーニング

生徒理解調査
進路講座

（職業の世界を知ろ
就労支援機関を知る

進路面談① 適性検査

進路講話①

社会見学①

進路講話②

社会見学②

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

情報処理検定（３年）

プレゼン検定（４年）
進路相談員講話

文書デザイン検定（３年）

社会見学③ 旭川冬まつり見学

職場 リアル体験

（キャリアシミュレー

ションプログラム）

職場 リアル体験

（キャリアシミュレー

ションプログラム）

３

年

（

卒

業

予

定

生

徒

）

・

４

年

全　体

進路活動

全　体

進路活動

２

年

全　体

進路活動

全　体

進路活動

１

　

　

年

前

　

　

期

全　体

進路活動

後

　

　

期

全　体

進路活動

中学生から高校生へ

自己を理解する

自己と社会を知る～情報収集する中で進路の方向性を

進路目標の決定・進路計画の立案 自己理解を深め、将来の生き方について考える

進路先の再確認、学習の継続

職種や勤務地の確定、試験や面接の準備

就職活動開始・公務員試験

求人票の確認、受験先決定

進路実現に向けて、最大限の努力を継続する

卒業後に向けた自己啓発

進路実現に向けて、最大限の努力を継続する

職業に対する考えを深め、社会で求められる力を身につける 進路について深く考える

【進路の手引（進路ロードマップのページを抜粋）】 
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５ 白糠高校が、本研究の成果を普及・啓発するため発行した進路だより（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【進路通信 第６号（卒業生へのアンケート結果 就職編）】 

【進路通信 第８号（事業所へのアンケート結果②）】 
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○各研究指定校の主な取組と成果・課題等 

 主な取組 成果・課題等 

伊

達

開

来 

・卒業生が入社した企業へのアンケート ・企業が求める人物像、就職希望者に対する 

指導上の課題や卒業生に対する支援につ

いて把握することができた。 

・ICTを活用した求人票検索及び企業の情 

報収集 

・求人票管理ウェブシステムの導入を検討し 

ているが、本格導入に向けて環境整備が必 

要である。 

静

内

農

業 

・進路希望未定者に対する関係機関と連携 

した進路指導 

・10月末時点で、進路希望未定者の情報をハ 

ローワークと共有することで、連携して該 

当生徒を支援する体制が構築できた。 

・キャリアプランニングスーパーバイザー 

と連携したオンライン面接指導 

・キャリアプランイングスーパーバイザーに 

よる面接指導を複数回実施し、録画機能を 

活用することで、生徒自身が面接時の所作 

等について振り返ることができた。 

松

前 

・キャリア・パスポート推進会議の発足 ・町内で一貫したキャリア教育を推進するた 

め、小・中学校、高校の教員が参加して年 

間で４回開催し、キャリア・パスポートの 

改善・充実を図ることができた。 

・町教委と協力したキャリア・パスポート 

の普及・啓発 

・地域で児童・生徒を育成する視点をもち、 

進路・学習・生徒指導などの部門に分かれ 

た会議を定期的に開催し、学校間連携を強 

化する必要がある。 

旭

川

北 

・「進路の手引」の作成 ・障がいのある生徒に対する個別の教育支援 

計画等について、職業準備の観点から検討 

を重ねることができた。 

・校内研修会の開催 ・就職未内定の生徒に関して個々のケース 

を検証するなど、就業支援について、教 

員の共通理解を図ることができた。 

白

糠 

・町が運営する公営塾と連携した「社会人 

準備教室」の開催 

・参加生徒は、敬語、マナー及び電話対応を 

学ぶとともに、宿泊業に就職を予定してい 

る生徒は、来客案内も学ぶことができた。 

・卒業生が入社した企業への訪問及びアン 

ケート 

・アンケート結果に分析を加えたものを「進 

路だより」に掲載して、生徒・保護者に伝

えることができた。 

標

津 

・卒業生が就職した企業への訪問 ・企業や卒業生が高校に求める取組について 

情報を収集できたが、早期離職した卒業 

生の追跡等は困難な場合が多い。 

・ICTを活用した応募前企業説明会や就職 

試験に望む生徒の支援 

・オンライン面接のマニュアルを作成し、従 

来の「面接のしおり」に加えることができ

た。 
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　2022.5 北海道教育庁学校教育局高校教育課　 
 

高校生の早期離職に関わる好事例について
（令和３年度「就職指導の改善に関する研究」指定校報告書まとめ） 

 

１　高校を卒業して就職後３年以内の就業者に対して、就業状況の調査を行ったところ、次のよ
うな事例があった。 

　[伊達開来高校、静内農業高校、標津高校を卒業した就業者を対象に実施したアンケートをまとめたもの]

(1) 伊達開来高校における調査結果 
　◆離職を考えた割合◆    
       【分析】 
　 　　    半数は離職を考えたことがあるが、残りの半分は全く考えて 
　 　　  いない。 
 
 
 
 
 
　◆離職を考えた理由◆ 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　◆離職を考えた時期◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　◆離職を考えた際の相談者◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
　◆離職を考えたが思いとどまった理由◆ 
　　・人間関係が改善され、職場が楽しくなった。 
　　・お世話になった人の期待を無駄にはしたくないと考えた。 
　　・仕事に慣れてもいないのに辞めるのは、おかしいし、周りに迷惑が掛かると思った。 
　　・今の仕事を辞めても、新しい職場探しが大変そうで、面倒だと思った。 
　　・お金が貯まっていない。 
 
　◆離職を考えたことがない卒業生の理由◆ 
　　・同期も同じ高校卒であり、人間関係が良好である。 
　　・業務内容が充実しており、やり甲斐がある。 
　　・給料がよい。 
　　・アルバイトの経験もないため、仕事とはこういうものだと思っている。 

【分析】 

　・入社後半年以内に、離職を考えた割合が高い。 

　・入社後１年を経過すると、離職を考えた割合は低くなる。 

【分析】 

　・人間関係、仕事内容、給与の順で多く、複数回答も多い。 

【その他の主な理由】 

　・他社からの引き抜き　・家族が体調を崩したため 

　・寮生活　　　　　　　・友人に転職を勧められて 

　・自分のやりたいことが明確になったから 

　・任期を満了し、別の仕事がしたくなったため 

　・仕事中の怪我により仕事を続けれなくなった 

　・進路選択の時点から家業を継ぐための経験として考えていた

【分析】 

　・誰にも相談せず、自分で解決する者が最多である。 

　・大事な話だからこそ家族や職場の人に相談する傾向がある。 

　・同僚や上司に相談できる人間関係を築くためには、高校時代

　　からのコミュニケーション能力の育成が重要である。 
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(2) 静内農業高校における調査結果 
　◆職場で意識していること◆ 
　　・笑顔　　・先のことを考えて行動する  ・積極性　　・臨機応変に行動すること 
　　・自分から率先して作業に取り組む　　・人間関係を大切にする　  ・コミュニケーション 
　　・ただ早く仕事を終わらせるのではなく、丁寧に仕事をすること 
　　・１つのミスが色々な人への迷惑につながるという意識 
  　・分からないことはそのままにせず質問する 　・後になればなるほど聞きづらくなること
　　 
　◆在学中に身に付けておきたい力◆ 
　　・仲間や先生への気遣い　　・転職を考えるときに役立つような資格 
　　・メリハリのある行動　　　・自己実現力   　・嘘をつかないこと　 ・自分で考える力  
　　・何事もメモする習慣 　　 ・知識、体力、挨拶、返事は大きい声で 
　　・人の話を聴くことや自分の気持ちを言えること　　・お金の大切さ、管理方法など 
　 
　◆高校で必要だと思われる指導内容◆ 
　　・自分で考える力を向上すること　　　　　・学生と社会人の違いについて学ぶこと 
　　・インターンシップや施設見学会など      ・仕事は自分一人で成り立たないことの理解 
　　・組織に所属する意義や帰属意識の高揚のための動機付け 
　　・コミュニケーション力を様々な場面から学ぶこと 
　　・上司やお客様への言葉遣いや気遣い（気遣いができると信頼されて仕事が楽しくなる） 
　　・金融関係の知識（預貯金、保険、クレジットローン） 
　　・長い人生の中では上手くいかないことや我慢することが多いこと 
 
(3) 標津高校における調査結果 
　◆高校に期待する卒業生に対する取組◆ 
　　・周囲に溶け込みづらい生徒に対して、会社であったことなどを聞いてあげる企画。 
　　・入社後は初めて経験することが多く、余裕のない状態でいるため、母校の先生方に会うと
　　　嬉しく感じる。そのため、近隣だけでなく、遠方に就職した卒業生にも、電話などにより
　　　話をする機会を設けてほしい。

２　高校生に求める生徒像や高校の指導に望むことなどについて、事業所にアンケートを実施し
たところ、次のような回答があった。 

　　[伊達開来高校と静内農業高校が事業所を対象に実施したアンケートをまとめたもの]

(1) 伊達開来高校における調査結果 
　◆企業が求める生徒像◆ 
　 　【分析】 
　 　　・意欲や責任感よりも、元気・コミュニケーション能力が求めら

　 　　　れている。 
　 　　・元気や明るさが由来の「親しみやすさ」や、「誰とでも上手く

　 　　　接することができる力」をコミュニケーション能力と捉えてい
　 　　　ると読み取れる。 

 
 
　　＊コミュ力：コミュニケーション能力

 
　◆企業が学校の指導に望むこと◆ 
　 　 
　 　【分析】 
　 　　・挨拶や礼法は、しっかりと身に付けさせて卒業させることが大

　 　　　切である。 
　 　　・ワークショップなどを授業で積極的に取り入れることで、コミ

　 　　　ュニケーション能力や協調性を高める指導を増やしていく必要 
　 　　　がある。 
 
 
(2) 静内農業高校における調査結果 
　◆離職防止に向けた取組◆ 
　　・一人一人に向き合い、個人に合った指導を目指している 
　　・早期離職の不利益を教育 
　　・上司及び人事担当者による面談・相談を増やし、社員の意見を把握している 
　　・進路指導の先生による巡回 
　　・社内の雰囲気づくり、環境づくり 
　　・風通しのよい職場づくりのため意見箱を設置
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３　芦別高校が行ったICTを活用した就職指導における効果的な事例

◆Zoomの操作方法の指導◆ 
　Zoom接続及び面接等における操作方法についてまとめた資料を作成することで、生徒はスムー
ズにZoomを扱うことができた。 
 
◆「オンライン面接の手引き」の作成◆ 
　オンライン面接における注意点等をまとめた手引を作成し、生徒への周知を行うとともに、本
手引を参考にした上で、ICTを活用した各種相談会に２年生を参加させたことで、進路意識を高
めることができた。

４　遠別農業高校が行った就職指導における効果的な取組

◆進路講話◆ 
　・参加対象：３学年の生徒及び保護者（オンライン参加も可） 
　・講　　師：留萌教育局キャリアプランニングスーパーバイザー 
　・成　　果：社会で求められる人物像や能力を把握し、求人票の見方など、進路実現に向けて
　　　　　　　必要となる事項について学習した。また、参加した保護者も含めて、奨学金を借
　　　　　　　りる際の留意事項を理解することで、進路選択に当たっての生徒と保護者の共通
　　　　　　　認識につながった。 
 
◆オンラインによる模擬面接試験◆ 
  ・参加対象：３学年（オンライン面接の予定がない生徒も含む） 
　・目　　的：オンライン面接だけでなく対面による面接にも生かす 
　・成　　果：自分がモニターにどのように映っているかを確認することで、礼儀や所作に対す 

　　　　　る意識が高まった。参加した生徒からは、「入退室がない分、第一声の挨拶が重
　　　　　　　要だと感じた。」、「自分の癖が気になったので、改善して面接試験に臨みたい。」
　　　　　　　といった感想が寄せられるなど、面接試験に臨む生徒にとって貴重な時間となっ
　　　　　　　た。 

 
◆管内就職内定者向け研修◆ 
　・運　　営：遠別農業高校進路指導部 
　・参加対象：管内高校の就職内定者 
　・講　　師：留萌教育局キャリアプランニングスーパーバイザー 
　・テ ー マ：社会人としての自覚を促す 
　・内　　容：留萌教育局発行の「進路だより★るもい」を活用し、社会人になる心構えや職業 
　　　　　　　人としての姿勢について解説を行った。 
 
◆オロロンリレーションプロジェクト「留萌地域の未来創造シンポジウム」◆ 
　・運　　営：留萌教育局地学協働プロジェクトチーム 
　・参加対象：管内の中学生及び高校生 
　・参 加 者：遠別農業高校２学年 
　・内　　容：中高生が地域や社会の課題に対し向き合う機会を設けることで、地域の一員とし
　　　　　　　ての当事者意識をもつとともに、社会人として働きながら故郷のために活動して
　　　　　　　いる方々の話を聞くことにより、持続可能な地域社会のために主体的に行動でき
　　　　　　　る人材を育成する。 
 
 
 
 

 
 

 
 

シンポジウムの様子 
 

◆教育プラットフォーム・SNSを活用した進路情報の配信◆ 
　・内　　容：紙媒体の配付だけでなく教育プラットフォーム及びSNSを活用した。 
　・成　　果：進路に関する情報などを生徒だけでなく保護者、地域住民の方々も閲覧が可能と
　　　　　　　なった。また、教育プラットフォームでは進路だよりのほか、企業や大学等から 
　　　　　　　送付された告知等を配信することにより、長期休業中に家庭で話し合ってほしい 
　　　　　　　ことや進路活動報告、進路指導部から保護者へのお願い等を確実に伝えることが 
　　　　　　　できた。
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５　美深高校が行った就職指導における効果的な取組

◆オンラインの効果的な活用◆ 
　クラウドを活用して、進路指導に関する情報をオンライン上で情報共有することで、学校全体
としての計画的・系統的な進路指導の体制が構築できた。 

 
○各研究指定校の主な取組と成果 

主な取組 成果

 ・企業訪問及び卒業生へのアンケート調査 ・企業が高校生に求める資質・能力には、コ

芦
 ミュニケーションスキル、臨機応変な対応、

別
 社交性等があることが分かった。

・芦別市商工振興課や芦別市商工会、芦別市ロ ・関係機関との協議により、就職後の生徒に

ータリークラブ等との連携 対する支援体制を構築することができた。

伊
 ・事業所へのアンケート調査 ・企業が求める人材や高校の指導に望むこと

達
 について情報収集することで、今後の就職

開
 指導の課題を明確化することができた。

来
 ・卒業生に対する就業状況調査の実施 ・卒業生の離職を考えた理由や離職を思いと

どまった理由を把握することができた。

 ・体験型の学習及びその振り返り学習による自 ・学校行事や特別活動等に「キャリア・パス

静 己理解の深化 ポート」を活用することで、生徒の自己理

内 解を深める活動につなげることができた。

農 ・クラウドを活用した礼法指導等のデータベー ・「面接指導の入室マニュアル」等のデータ

業 ス化による遠隔学習の充実 ベースを作成し、生徒が進路指導を行う際

に、必要な情報を自ら調べることができる

環境を整えた。

 ・C-Learningを活用した卒業生及び企業、地域 ・卒業生の状況を把握して企業情報内に整理

 　からの情報収集と再就職支援 　するとともに、クラウド上で教員間による

 　情報共有を行うことで、卒業生の状況を適

美 　確に把握することができた。

深 ・スタディサプリ進路を活用した３年間の体系 ・これまで学年主導で行っていた進路指導の

 的・計画的な進路指導体制の構築に係る研究 情報を、クラウドを活用して、オンライン

 上で情報共有することにより、計画的・系

統的な進路指導の体制を整えることができ

た。

 ・卒業生による講話等を通じた勤労観・職業観 ・卒業生は、在校生に対して自身の経験等を

 の育成 伝えることで、自らの現状を振り返ること

 になり、早期離職の防止につながった。 

遠 ・在校生は、今後の進路活動への意欲が高ま

別 り、中途退学者の減少につながった。

農 ・本校ウェブページやSNSを活用し、進路だよ ・進路だよりを毎月末、紙媒体で発行すると

業 りや研究内容の情報を発信 ともに、教育プラットフォーム（Classi）

で配信することで、企業や大学等の各種イ

ベントの案内を、保護者にも効果的に配信 

　することができた。

 ・卒業生が就職した企業訪問を通じた就業者及 ・追跡調査が、企業と学校をつなぎ、双方に 

 　び離職者の追跡調査 　とって有益なコミュニケーションとなるこ 

 　とを認識できた。

標 ・企業が考える、進路希望を設定できないまま ・進路希望を設定できない生徒こそ、自社に

津 　卒業した生徒に対する支援の考え方 　入社してくれるかもしれない生徒という見

　方に変えて、職業の魅力を伝えていきたい

　と考えている企業が複数あることが分かっ
　た。
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2021.5 北海道教育庁学校教育局高校教育課

高校生の早期離職に関わる好事例について

（令和２年度「就職指導の改善に関する研究」指定校報告書まとめ）

１ 高校を卒業して就職後３年以内の就業者に対して、就業状況の調査を行ったところ、次のよ

うな事例があった。

◆離職を考えた率◆ ◆離職率◆

【分析】

離職したいと思ったことはあるが、

実際には継続している生徒が多い。

◆離職を考えた理由◆

◆離職を考えた時期◆

◆離職を考えたときの相談者◆

伊達高校の過去３年間の就職者138名を対象(H29～R1年度卒業生)にアンケートを実施したもの

【分析】

・実際に離職した生徒は、入社後半年から１年の間

に集中していた。

・入社後すぐ及び１年後に辞めようと思う卒業生が

多い。

・１年以上続けてから離職しようと思った理由は、

収入面や他にやりたいことが見つかったことなど

が多い。

【その他の理由】

・給料が少ない

・働くこと自体が嫌い

・環境の変化（早朝出社、夜勤）

・残業時間の増加

・休憩時間がない又は短い

・退勤時間にすぐ帰ると怒られる

【分析】

・実際に離職した卒業生の多くは、相談相手が家族

しかいないケースが多く、職場に相談できる相手

がいない。
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◆離職を考えたが思いとどまった理由◆

・相談することで気持ちが楽になり、もう少し頑張ってみようと思った。

・上司に相談したところ異動することができ、職場環境が改善された。

・上司から期待されていることが分かった。

・「あなたの顔を見るためにきた」と言ってくれる顧客が増えたので、頑張ろうと思えた。

・嫌な先輩に負けた気がして悔しかった。

・上司が優しく悩みを聞いてくれた。

◆離職を考えたことがない卒業生の理由◆

・覚えることが多いが、多くの顧客がおり、やりがいを感じる。新型コロナウイルス感染症で

臨時休業になっても、給料が支払われた。

・一から仕事を丁寧に教えてくれたから、その期待に応えたい。

・体力面では大変だが、人間関係がよく、やりがいを感じて働けている。

・社員を大事にしてくれている会社だと感じる。

・上司や先輩が優しく、楽しい職場であり、新しいことを覚えるのが楽しい。

◆離職者が少ない条件とは◆

・上司との良好な関係を築けているか。

・職場に相談相手がいる卒業生は、離職者が少ない。

・相談相手がいない又は家族のみである卒業生は、離職者が多い。

・職場内での人間関係の構築ができるかどうか。

◆早期離職を防ぐために◆

・職場でよい人間関係を構築する必要がある。

・ワークショップなどを授業で積極的に取り入れ、コミュニケーション能力や協調性、協働意

識などの資質を高める指導を増やしていく必要がある。

２ 離職の実態や課題等について、事業所にアンケートを実施したところ、次のような事例があ

った。

◆早期離職を防ぐための方策として有効なもの（複数回答可）◆

白糠高校の卒業生が過去３年間に就職した事業所にアンケートを発送し、回答があった35社の回答をまとめ

たもの

0 5 10 15 20 25 30 35

職場内のコミュニケーション

相談体制の充実

休暇が取得しやすい

研修の充実

適切な勤怠管理

福利厚生の充実

評価制度の充実

その他

事業所が考える早期離職を防ぐための有効な方策
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◆早期離職の主な原因として考えられるもの（複数回答可）◆

◆新規高卒者への対応で気を付けていること◆

・言葉遣いなど、基本的なことから教育をしている。

・話しやすい雰囲気を心掛けて怒らない。

・入社して１～２か月は体調を崩す者が多いので気を配っている。

・相談出来る体制を設け、コミュニケーションをとれるようにしている。

・人間関係を築くためのコミュニケーション、新入社員フォローアップ研修、事業所の労働環

境改善、勤怠管理等を充実させている。

・企業が定期的に社員の状態を把握し、よりよい環境づくりをしている。

・ミスマッチを防ぐため、多くの情報を開示するようにしている。

・社会人となった不安を解消するために声かけを意識し、一人で悩まないように配慮し、何で

も相談してもらえるように、コミュニケーションを図るように心掛けている。

・新入社員の気持ちに寄り添い、不安を抱えさせないようにして、個人の力を最大限に発揮で

きるように指導している。

・先輩からの声かけ、安全教育、一つ一つを丁寧に説明するとともに、新入写真に対する指導

方針についてミーティングをしている。

・無理せず仕事に慣れてもらうようサポートしている。

・メンターを配置し、コミュニケーションを柱とした職場雰囲気の向上に努めている。

◆新規高卒者の対応で困っていること◆

・精神的な弱さのある新規高卒者が多く感じる。

・せっかく仕事を覚えても、すぐに辞めてしまう。

・挨拶や接遇などの仕事に対する姿勢が不足しており、教育が大変である。

・社会人としての自覚が足りない。何事にも興味が乏しく感じる。

・何を考えているのか分からないことがある。

・進路選択に対する自主性が乏しいのか、業界における仕事等を理解せずに入社する人が一定

数存在する。

・事業所側の問題だが、身近な先輩職員が日々の業務に追われ、本人の悩みに気付いて、余裕

をもって話を聞く時間がとれず、適切なアドバイスができていないと感じる。

・新規高卒者は仕事で悩むとすぐに退職を決断してしまう傾向があるので、早期にフォローで

きるよう目配りしている。

・コミュニケーションがとれなく、言葉のキャッチボールができない。

・個人主義の者が多く、組織に馴染むまで時間がかかる傾向がある。

・意思表示が苦手（研修での発言や指示などを理解しているかなど）、自分からコミュニケー

ションをとれない、仕事に対して責任感が希薄（すぐに辞めてもいいだろうなど）である。

・困っていること、悩んでいることがあっても発信しない。

・自分の意見など、自己表現が苦手な若者が多くなり、本人の気持ちに共感することが難しい

上、世代間の格差が急激に拡がる傾向があり、本人のプライベート領域の見極めが難しい。

・全員が新人社員を大切にしよう、職場の雰囲気を明るくしようという気持ちをもっている。

0 5 10 15 20 25

職場の人間関係

思っていた仕事の内容が違った

労働条件のミスマッチ

生徒の自己分析不足

その他

事業所が考える早期離職の主な原因
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・高卒者の新入社員プログラムを用いて、業務内容が進みすぎたり、過剰になったりしないよ

うに進めている。

・業界の若手職員と意見交換会を行っている。

・仕事を教える時は順序立てて説明する。「これくらい言わなくてもできるだろう、分かるだ

ろう」は間違いである。

・社会人としての心構えを自覚してもらうべく、さりげなく促しアドバイスしている。

・積極的なコミュニケーションに重点をおき、新卒者の認識や価値観を共有し、行動の基とな

る考えを理解し、心身の健康状態を把握すること。

◆新規高卒者に身に付けてほしい力◆

・関連会社や取引先の方がいてこそ、仕事が完成する。自社だけでは完成しないことを知って

ほしい。

・主体的に考えて行動する力を身に付けてほしい。

・自分自身の意見をはっきり発信できる能力と、それに物怖じしない胆力。

・仕事に明るく元気に取り組む姿勢。

・うそやごまかしをせず、就職面接では苦手なことは正直に話してほしい。面接で迷いながら

も正直に答えていた人は今も継続して働いている。

・積極的に仕事に取り組む姿勢、分からないことを聞く力。遠慮しないでほしい。仕事に対す

る責任感、自分の力で問題を解決する力。ただ、仕事をして給料をもらうだけではなく、生

きる目的やライフスタイルを確立してほしい。

・パソコンのタイピングスキル。漢字のスキル（特に、部首名は顧客の名前を聴取する際に役

立つ）。

・人と関わってコミュニケーションをとること（アルバイトやボランティア等）

・電話応対等の社会常識やマナー。

・１年目は大変だったが、３年目になると仕事を覚えた。継続することが大切である。

・人間関係をつくる力を身に付けてほしい。先輩に対する気配りができて機転が利く体育会系

の生徒は減った。楽しいことや自分の可能性を見つけてほしい。

・現在の教育プログラムにおいて、プレゼンやグループディスカッションに対して熱心に取り

組んでおり、実際の業務においても活用されているので継続をお願いしたい。

・忍耐力、鈍感力、働く前の心構え。挨拶、返事の習慣。

・社会人基礎力やソーシャルスキルの力。

・積極的に仕事を覚えようとする姿勢。向上心。

・コミュニケーション能力、自分の考えていることを伝えられる能力。

・幅広い対人コミュニケーション能力、自身の意見や意思を表現する力、理解力、吸収力。

◆高校で必要だと思う指導や取組◆

・働くということ、給料をもらうということの意味

・挨拶や一般常識（マナー）

・人間関係形成力、自己管理能力

・自己承認力、自己肯定感が高まるような指導

・目の前のことから逃げない、楽な方へ逃げない考え方

・仕事内容と本人の適性のミスマッチで早期に離職する者がいるので、具体的な仕事内容をイメ

ージさせるなどのアドバイス

・道徳、人間性の教育及び働く意味、心構えなど

・正社員として働くことのメリット

・クラスの誰とでもコミュニケーションをとれること

・発声練習（大きな声をだすことを恥ずかしいと感じる方も多い）

・外部との通話練習（誰の電話か分からない受電をすることで、対外的なスキルの重要性に気付

けるため）

・仕事は遊びの延長でないこと、戦力の一人として雇用される意味

・学校内外、初見の方へ自分から積極的に挨拶すること

・自己理解、コミュニケーションの基本などを伝え、必要ならば地域資源を活用すること
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・職種に対する理解を深めるため就職先への見学

・十分な業務紹介の機会を設けて、多くの職業人から「生の声」を聞かせることで、生徒の希望

職種と実際の仕事とのミスマッチを減らし、生徒の視野と選択肢を広げる取組

３ 新入社員が身に付けている能力について、卒業生と事業所にアンケート調査をしたところ、

次のような事例があった。

◆概要◆

卒業生の自己評価からは、８の「自分の意見を分かりやすく伝えることができる」の評価が

最も低く課題となっており、事業所側の評価との差が一番大きいことが読みとれた。

また、事業所側の評価からは、６の「課題の解決や仕事の達成に向けて計画的に行動すること

ができる」の評価が最も低く、本人の受け止め方とは異なる点での課題が読みとれた。

４ 常呂高校が行った就職指導における効果的な事例

◆遠隔システムによる就職指導連絡協議会の実施◆

○概 要

全道の７校とオンラインによる就職指導連絡協議会を２回開催

○協議内容

・早期離職の未然防止に向けた取組及び有効な就職指導の方法

・就職指導の素敵な想い出、苦い想い出

・早期離職のあれこれ

◆卒業生進路調査の実施◆

○調査概要

・対象者 平成22年度から令和元年度（10年間）の卒業生186名

・方 法 ウェブアンケート方式（Googleフォーム）

・回答数 82名

○質問項目

現在の居住地、在学・就職先、転職・退職歴とその理由、高校へのメッセージ

○調査結果

・卒業生のうち、現在、常呂町で就業している割合は46％

余市紅志高校が早期離職の改善の取組として、令和元年度の卒業生16名及び就職先の事業所にアンケートを

実施し、回答をまとめたもの
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・うち第一次産業関係者は56％、家業に就いている者は54％

・離職経験者は回答者中56％であり、ほとんどのケースは入社後３年以内に離職

◆施設等の訪問・調査◆

○施設概要

・施設名 就労移行支援事業所「サンライズ・ヨピト」

・内 容 障がい者手帳取得者の就職を支援、就労後も長期にわたるサポート

○現 状

障がい者手帳をもちながら施設を利用せずに一般就労すると、就職後のサポートがなく孤立

しがちで早期離職する傾向が強い。

○成 果

普通高校でも支援すべき対象者がいれば、計画的に連携していくことが望ましい。

◆地域人材を活用した進路行事･校内研修の実施◆

○コミュニケーショントレーニング

・講 師 北見信用金庫常呂支店長、同支店職員（卒業生）

・対 象 全校生徒

・内 容

ア 社会人としての基礎マナー（身だしなみ、時間厳守、報連相、メール、席次など）

イ チームワーク実習（ゲーム形式での話し合いを行い、チームワークの重要性を学ぶ）

○労働教育講座

・講 師 社会保険労務士

・対 象 全校生徒

・内 容

ア 労働法の基礎知識、ブラックアルバイト・ハラスメント等のトラブル

イ 相談窓口などについて

○校内研修

・講 師 きたみ市商工会常呂支所職員

・対 象 全教員

・内 容

ア 常呂町内・北見市内の企業の現状や今後の見通し

イ 早期離職の現状について

ウ 高卒就職者に求めること

【成果】

・生徒向け講座は、就職後に必要なコミュニケーション能力、社会人としてのマナー、労働の

知識などを学ぶことができ、事後アンケートでも好評であった。

・教員向け研修は、地元商工会職員を講師として招いたことで、地元企業の現状や生の声を知

ることができた。

・地域人材の開拓ができ、学校とのつながりができた。

○各研究指定校の取組と成果

主な取組 成果

美 ・企業訪問及び卒業生へのアンケート調査 ・離職せずに働くための心構えとともに、仕

唄 事のやりがい及び相談できる上司の存在が

尚 大きいことが分かった。

栄 ・ハローワーク、障がい者就業・生活支援セン ・就職希望の療育手帳を取得している生徒

ターとの連携 が、連携によって内定を得ることができた。

余 ・町内事業所へのアンケート調査 ・町内企業が新入社員に求める資質・能力や

市 離職状況について、現状を把握するととも

紅 に、企業との連携の足掛かりを掴むことが

志 できた。

・地元に就職している卒業生を招いてのキャリ ・仕事での体験やアドバイスを伝えてもらう
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アインタビューの実施 ことで、卒業生にとっても、後輩からの理

解や期待を受けることで、離職防止の一助

となった。

・未内定で卒業した生徒に対する支援 ・就職先の確保とともに、追跡調査の訪問に

よって、卒業生が意欲をもって働いていた。

伊 ・事業所へのアンケート調査 ・企業が求める人材やスキルに関して情報収

達 集することで、今後の就職指導の課題を明

確化することができた。

・学校と事業所の情報共有 ・卒業生に対しての支援体制を整えることが

できた。

常 ・過去10年間の卒業生への追跡調査 ・地元Ｕターン就職について把握できた。

呂

・他の高校や施設等を調査 ・特色ある進路行事等を教職員で共有でき

た。

・障がい者就労支援施設の訪問 ・就職後の支援が手厚いほど、離職率が低い

ことが分かった。

大 ・企業訪問及び事業所へのアンケート調査 ・高卒就職の採用活動や採用後の人事上の課

樹 題について把握できた。

・企業説明会の実施 ・企業側では、挨拶や日頃の会話だけでなく、

事実を正確に伝えることなどが、コミュニ

ケーション能力として必要であることが分

かった。

・キャリア・パスポートについて、地元の小・ ・キャリア・パスポートの在り方や、具体的

中学校や近隣高校との意見交換の実施 な課題について把握できた。

白 ・地域教育コーディネーターと連携し、８つの ・働くことについて考えるきっかけになると

糠 事業者が参加する職業人座談会を実施した。 ともに、後日、生徒が学びの成果を発表し

た。

・生徒とハローワークの担当者及び釧路教育局 ・生徒の進路に関する情報を共有することが

CPSVとの進路面談を全学年にわたって実施し できた。

た。
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2020.4 北海道教育庁学校教育局高校教育課

高校生の早期離職に関わる好事例について

（令和元年度「就職指導の改善に関する研究」研究指定校報告書まとめ）

１ 高校を卒業して就職後３年以内の就業者に対して、離職を思いとどまった理由を聞き取った

ところ、次のような事例があった。

◆概要◆

○ 離職をしていなかった方を対象に、就職後３年目の就業者が、早期離職に至らない好事例

を調査することを目的とし、次の事項を調査した。

・現在の職場を辞めよう（退職しよう）と考えたことはありますか。

「ある（53％）」、「ない（47％）」

・退職しようと考えた理由は何ですか。

「人間関係（50%）」、「仕事内容（50%）」

・離職を考えた時期は就業後、いつ頃ですか。

「６ヶ月以内（33％）」、「１年以内（22％）」、「２年以内（45％）」

・離職を考えたとき、誰かに相談しましたか。

「仕事の上司や先輩（34％）」、「仕事の同僚（11％）」、「学生時代の友人（22％）」、

「家族（11％）」、「相談していない（22％）」

○ アンケート結果では、離職を考えた理由として「人間関係」、「仕事内容」に分かれ、職

場における人間関係を構築することが早期離職の改善につながると考えられる。また、離職

を考える時期としては、２年目が最も多い結果であることから、仕事を始め１年を経過する

頃から、人間関係や仕事内容に課題を抱える者が多いことが考えられる。さらに、離職を考

えたときの相談相手としては、「仕事の上司や先輩」、「仕事の同僚」が多くを占めることか

ら、就業者においては、職場での人間関係を構築できることにより、離職を思いとどまるこ

とができると考えられる。

◆離職をしたいと考えたとき、仕事を続けられた理由◆

◆離職を考えたことがない者の回答事例◆

調査は、留萌管内の公立高等学校６校、349名を対象(H28～30年度卒業生)にアンケートを実施したもので

ある。

アンケートから、「会社の同僚や仲間が相談にのっ

てくれた」「上司や先輩が相談にのってくれた」の回

答数が多いことから、職場での良好な人間関係を構

築することが、仕事を続けられる大きな理由である

ことが分かる。

アンケートから、「自分の成長を感じる」のほか、

「労働時間や休暇が良い」「福利厚生がしっかりして

いる」など職場環境に満足していることにより、仕

事を続けられていることが分かる。また、「賃金が高

い」は、仕事を続ける理由としては、影響が低いこ

とが分かる。
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２ 高校卒業後、仕事を続けている卒業生に対して、実際に働いてみて気付いたことを聞き取っ

たところ、次のような事例があった。

◆概要◆

○ 就業者からは、社会人になることで責任をもつ大切さを実感したことや、仕事に目標をも

つようになると、達成感を得ることができたため、仕事を続けられているという声があった。

○ 高校生活において、「やっておいた方がよい」と思うことは、学習だけではなく、メモを

とる習慣やコミュニケーションをとることなど、就業に必要な能力を身に付けることが大切

であるという声があった。

◆実際に働いてみて気付いた事例◆

（高校時代との違い）

・自分の行動の全てに責任が伴うため、無責任な事はできないという意識が芽生えた。

・できないものは放置せずに克服しようと思うようになった。

・絶対に遅刻してはいけないという意識をもつようになった。

・私生活において、お金の管理をきちんとするようになった。

（高校生活の経験で仕事に生かしていること）

・分からない事を聞くこと。また、働き始めてから高校時代に指導されたことの大切さを実感

した。

・見学旅行において、普段あまり交流がない人を相手にしても率先して話しかけていくように

したことにより、物怖じをしない気持ちが生まれた。

・漢字検定を取得したことにより、PC作業中に分からない漢字が出てきたときに、別の読み方

で入力することができた。

・部活動などを３年間、やりとげたことで、途中で物事を投げ出さない精神をもてた。

・建設現場では三平方の定理などをよく使うため、高校の数学を生かすことができた。

（仕事内容でやりがいを感じること）

・自分の仕事に対して、褒めて貰える（評価して貰える）と嬉しい。

・仕事で携わった建造物などが地図に掲載された。

・機械のオペレーションが上手くできた。

（仕事を長く続けるために必要なこと）

・１、２か月など、短期間での目標をもつこと。少しずつ分かることが増えていき、仕事が楽

しくなること。

・コミュニケーションのとり方を意識して働くこと。

・部活動などで団体行動に慣れることや、仲間意識を強くもつこと。

・建設業においては、モノをつくることが好きなこと。

（就職後、仕事を続けていくに当たって高校生でやっておいた方が良いと思うこと）

・仕事で使う資格を取っておくこと（農協では簿記が必要）。

・メモをとることと挨拶をすること。

・コミュニケーションをとる練習をしておくこと。

・基礎学力を身に付けることや、簿記、PC関係の検定を取得すること。

・部活動に真剣に取り組むこと。

・建設業について、高校でもっと知る機会があること。

調査は砂川高校を卒業し、現在も在職している者へインタビューしたものをまとめたものである。
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３ 過去３年間卒業生が就職した企業を対象に、離職の実態や課題等について、アンケート調査

をしたところ、次のような事例があった。

◆概要◆

○ 新規高卒者における、早期離職の改善に向けた企業側の考え方や、入社した者への対応な

どを把握するためにアンケート調査を行った。

○ アンケート結果では、早期離職をさせないために企業側がメンター制度を活用することや、

同僚に仕事の悩みを相談しやすい職場環境をつくるなどの工夫をしている。

◆早期離職者が少ない（多い）と感じること◆

【離職者が少ないと思われる理由】

目線を新入社員に合わせている、相談しやすい環境づくりをしている、面倒見の良い先輩が

いる、コミュニケーションを意識している、教育担当の選任をしている、研修が充実してい

る、定期的な個別面談をしている、研修後のサポート体制が充実している、労働環境を改善

している、無理のないステップアップ制度を整えている など

【離職者が多いと思われる理由】

他社の方がよく見えてしまう、辞めてもすぐ就職先は見つかるという意識がある、仕事が向

いてなかったとすぐに判断してしまう、本当にやりたい仕事が分からないまま高校を卒業し

ている、社会人としての自覚が欠如している、入社前の仕事のイメージとのギャップが大き

い、学生から社会人への自立に時間がかかる、業務内容を理解するまで時間がかかる など

◆新規高卒者への入社後の研修内容◆

ビジネスマナー、外部講師からの講話、OJT（実務経験）、会社の考え方やルールなどの説

明、資格取得のため訓練校へ通学、面談の実施（メンター制度） など

◆新規高卒就職者への対応に関して気を付けていること◆

コミュニケーションをとるように気をつけている、相談しやすい職場環境づくり、年齢の近

い社員を新入社員担当にしている、配属先の考慮、資格取得の支援、時間外勤務が増えない

ようにしている など

◆新規高卒就職者への対応で困惑していること◆

社会人としての自覚が足りない、コミュニケーションがとれない、敬語が使えない、一般常

識が身に付いていない、電話応対、掃除嫌い、メンタルが繊細、自分の考えをうまく表現で

きない、報告・連絡・相談がない、会社のことをSNSに投稿する など

◆新規高卒就職者へ好印象をもつこと◆

元気よく挨拶ができる、素直である、清潔感がある、明るい、礼儀正しい、誠実である、向

上心がある、立ち直りが早い、真面目である、休まない、積極的な姿勢がある など

◆新規高卒就職者に最低限、身に付けて欲しい素養◆

挨拶ができる、礼儀正しい、明るさがある、真面目である、協調性がある、仕事とプライベ

ートを切り替えられる、健康管理ができる、全力で取り組む姿勢 など

◆高等学校で必要な教育・学習◆

社会人としてのマナー・ルール、学生と社会人の違い、メンタル面を強化する教育、コミュ

ニケーション能力、職場体験、アルバイトの経験、ワード・エクセルの習得 など

調査は、千歳北陽高校が早期離職の改善の取組として、124社にアンケートを発送し、回答があった72社の

回答をまとめたものである。
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４ 早期離職する要因や理由について、事業所や卒業生へ聞き取ったところ、次のような事例が

あった。

◆概要◆

○ 事業所からの聞き取りでは、職場においてコミュニケーションがとれないことから、職場

において指導されたことが伝わらないなどの理由により、離職をする場合がある。また、仕

事を継続できる者の特徴としては、落ち着いた生活を送ることや、仕事に対して誠実に取り

組む姿勢があるなどの回答があった。

○ 卒業生からのインタビューからは、就業を希望した仕事のイメージが違うことや、給与の

仕組みを理解していないことなどが、離職の理由としてあげられている。

◆離職理由や仕事を継続する者の特徴（事業所聞き取り）◆

職種 離職理由 継続する者の特徴

建設・採掘 ・肉体労働がきつい、朝が起きられな ・落ち着いた生活を送っている。

い。 ・高校在学中にアルバイトをしたり、

・挨拶ができないなど、コミュニケー 団体に所属するなど、大人と接する

ション能力が低い。 経験が多い。

サ ー ビ ス ・立ち仕事や拘束時間を辛く感じる。 ・基本的な挨拶ができる。

・コミュニケーションをとることが苦 ・職場や、お客様とコミュニケーショ

手に感じる。 ンが取れる。

・求人票を見ただけで採用試験を受験 ・働く目的をしっかり持っている。

し、入社をする。

卸売・小売 ・叱られ慣れていない。職場で注意さ ・アルバイト経験があり、働いて金銭

れると心が折れる。 を稼ぐという感覚がある。

生 産 工 程 ・挨拶の声が小さい。コミュニケーシ ・真面目でコツコツ仕事ができる。

ョンがとれない。 ・元気に挨拶ができ、コミュニケーシ

・先輩からのアドバイスに対して反応 ョンがとれる。

が薄い。 ・気が強い。

・人間関係のもつれで、職場から孤立

してしまう。

◆早期離職をした理由（卒業生インタビュー）◆

・就職を希望したときのイメージと実際の仕事内容が違った。

・就業してみたら想像以上に、肉体的に辛い仕事であった。

・給与明細を見たときに、アルバイトをしていたときより金額が少なかった。（保険料などが

天引きされるなど、給与明細の見方が分からない。）

・仕事上、取得しなければならない資格が取得できなかった。

・思うようにコミュニケーションが上手にとれず、職場において良好な人間関係がつくれなか

った。

【参考】仕事を継続しやすい環境づくりに向けて、事業者の取組や意見を取りまとめました。

○取組

・仕事を頑張っている社員を投票で決め、上位の者には旅行を褒美として与えている。

・若い管理職を育て、新入社員との考え方のギャップを減らす。

○意見

・保護者も参加できる企業説明会を行い、保護者と企業とのミスマッチを減らしたい。

・インターンシップは実際の仕事内容を体験させたい。

調査は、砂川高校が企業訪問を行い85社から聞き取った内容や早期離職をした卒業生へのインタビューを

まとめたものである。
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○各研究指定校の取組と成果

取組 成果

砂 ・企業訪問を行い、離職率調査及び仕事を継続 ・仕事を継続している理由が明らかになっ

川 している卒業生を対象としたインタビュー た。

・企業訪問時における、離職した卒業生の離職 ・離職した卒業生と仕事を継続できている卒

理由の聞き取り 業生との相違点が明らかになった。

・高等学校就職促進マッチング事業等への参加 ・生徒の進路実現のために必要な職業観を意

促進 識付けることができた。

・進路相談員（CPSV）によるキャリアカウンセ ・就職活動の心構えや所作を身に付けること

リング ができた。

・成果発表会の実施（中小企業家同友会参加） ・研究成果を収録した冊子を発行し、関係企

業や管内高校に配付し情報共有を行った。

千 ・企業訪問やアンケート、意見交換を行うとと ・早期離職を防止するには、職場内の円滑な

歳 もに、企業訪問時に卒業生との面談を実施 人間関係やコミュニケーションが重要であ

北 ることが分かった。

陽 ・職種等において、生徒のイメージとミスマ

ッチが生じないよう、高校在学中に職業に

関する知識や職業観を育成することが重要

であることが分かった。

・事業所への聞き取り ・読み書きや一般常識、挨拶やマナーなど、

基礎学力や基本的生活習慣の確立などの指

摘があった。

・公共職業安定所と連携した千歳地区就職促進 ・就職希望者への指導を充実させることがで

会やジョブカフェ就職セミナー開催 きた。

・都心から離れた東京都立高校への視察 ・生徒の特性に応じて日常の学習指導や生活

（千歳北陽と似たような環境にある学校） 指導を行うこや、進路選択に関して丁寧に

個別の支援を行うことが、就職先での定着

率の向上に繋がることが分かった。

室 ・生徒の進路希望調査の結果を踏まえた企業の ・早期から実施するため、ハローワーク等と

蘭 求人開拓及び企業訪問 の連携を強化する必要であることが分かっ

栄 た。

(定) ・生徒に対する就職相談やキャリアカウンセリ ・早い時期から開始する必要があることが分

ングの実施 かった。

・公共職業安定所や進路相談員（CPSV）と連携 ・３、４年生の生徒及び保護者へ随時、情報

し、管内企業の雇用状況を把握 提供ができた。

・職業講話や企業説明会等の講演会を開催し、 ・全ての生徒の意識を向上させるため、進路

生徒の職業理解を促進 担当が主体となり、学校全体の取組とする

必要があることが分かった。

浦 ・卒業生及び就職先への追跡調査 ・地域から求められる人材や、離職要因につ

河 いて理解を深めることができた。

・「企業理解」「職業理解」をテーマとした企 ・新規事業所の開拓や人事担当者との情報交

業説明会の実施 換ができた。

・応募前企業見学への参加促進 ・生徒、保護者の共通理解を図り、就職活動

を行うことができた。

・進路相談員（CPSV）や公共職業安定所と連携 ・生徒の特性を考えながら、個に応じた就職

した情報収集 支援を実現できた。

・教育局や公共職業安定所などが主催した就職 ・企業との情報共有や求人開拓の一助とな

支援事業への参加促進 り、企業が求める人材を知ることにより、

ミスマッチを防ぐ就職支援へ繋げた。

・公共職業安定所と連携したビジネスマナーや ・就職前の不安を軽減することができたほ

労働法についての就職前講話を実施 か、公共職業安定所の役割や業務内容につ

いて理解することができた。

意見交換会は「千歳市民の意見を聴く会」を

開催し、地元の商工会議所、観光連携、工業ク

ラブ等の方々と意見交換をしたものである。
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取組 成果

上 ・進路相談員（CPSV）と連携した早期離職改善 ・学校側と企業側が必要としているコミュニ

磯 のための企業訪問及びアンケートの実施 ケーション能力には、大きな認識の違いが

・進路相談員（CPSV）から、職業観や働く意義 あることが明確になった。

についての指導 ・企業側では、挨拶や日頃の会話だけでなく、

事実を正確に伝えることなどがコミュニケ

ーション能力として必要であることが分か

った。

・就職指導会議における関係機関との連携及び ・関係機関との連携を深めるとともに、進路

成果の普及 指導の改善と効果的な指導体制について協

議し、共有することができた。

・地域の求人情報や企業との情報共有につい

て、就職支援教員と関係機関（教育局等）

が連携することにより、一層進めることが

できた。

遠 ・継続して働いている卒業生を対象にアンケー ・仕事を継続していく上で必要な能力や職場

別 トを実施（管内公立高校５校） 環境の分析を行い、就職指導が充実した。

農 ・「個別（少人数）型」や「体験型」の進路行 ・就職後のミスマッチを予防し、就職に対す

業 事の充実 る意欲を高めた。

・ポートフォリオの活用（進路行事、各教科等 ・生徒自身による学びの振り返りを充実させ

の活動） た。
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2019.4 北海道教育庁学校教育局高校教育課

高校生の早期離職に関わる好事例について

（平成30年度「就職指導の改善に関する研究」研究指定校報告書まとめ）

１ 高校を卒業して就職後３年以内である就業者153名に対して、離職を思いとどまった理由を

聞き取ったところ、次のような事例があった。

◆概要◆

○ 回答があった就業者153名のうち、離職を考えたことがある者の割合は36.6％であること

から、就業後の職場定着には、離職を考えないで済むような職場の同僚や上司のフォローが

大切であると言える。（訓子府高校37.5％（6名）、苫小牧工業高校36.5％（50名））

○ 離職を思いとどまった理由で最も多い回答群は、「事業所内で信頼関係があるから」であ

り、次いで「事業所の職場環境が良い」「自分自身のスキルアップのため」となっているこ

とから、就業後の職場定着には、就業後の事業所内での関係性づくりが最も有効であること

が分かる。

○ 高校の就職指導に当たっては、関係事業所の協力を得てインターンシップを実施するほか、

事業所への応募前訪問などを通して、職場の雰囲気や就業環境を適切に生徒が理解し選択で

きるよう、指導の工夫・改善を図ることが大切である。

◆離職を考えたことがない者の回答事例◆

・周りの方の気遣いがあり、分からないことを聞きやすい。同期も多く、とてもやりやすく安

心感があるので環境に恵まれたと思っている。

・先輩が気を遣ってよく話しかけてくれるので、とても居心地が良い。

・何を質問して良いか分からないときでも、様々なことを丁寧に教えてくれる。

・慣れるのに一か月はかかったが、給与が良く、休みが確実にあり、時間外労働もないので、

叱られることは何とも思わない。

・接客で上司に怒鳴られることがあるが、関係は良いので安心して仕事ができている。

・自分でも楽しみを持ちながら、嫌になるときも嫌なことばかりではないと思って勤めている。

・人間関係がよく働きやすいから。

・よく叱られるが、期待されてるから叱ってくれていると思っている。この会社に勤務させて

いただいていることが自慢に思える。

・資格取得を目標に仕事をしている。辛いときにもため込まずに信頼できる人に話すようにし

ている。また、ストレス発散も心がけている。

◆離職を考えたことがある者が離職を思いとどまった理由◆

（事業所内で信頼関係・サポートがあるため）

・人間関係が良く、上司が接しやすいから。忙し過ぎて辞めたくなったときも、周囲の人が支

えてくれて頑張ることができた。繁忙期以外は原則定時退勤であり、自分の時間を大切にで

きる企業であるから。

・上司が話しやすい空気を作ってくれているし、周りの方も良く話しかけてくれるから。

・失敗が続き向いていないと思うときに、相談しやすく、アドバイスもいただける周囲の方の

サポートや人間関係が支えとなった。

・周りから自分の能力を必要としてくれて頼られるなど、もともと自分も最も興味がある分野

の仕事であったため。(ほか19名)

・職場の方との関係が良かったため、信頼できる会社であると考えたから。（ほか5名）

調査は、訓子府高校(H27～29年度卒業生を対象)と、苫小牧工業高校(H26～28年度卒業生を対象)の２校で

実施し、回答があった者153名(訓子府高校16名、苫小牧工業高校137名)の事例をまとめたものである。
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（事業所の職場環境が良いため）

・個別の接客やクレームが重く辞めたいと考えたことがあるが、ほかに同じだけの給与をもら

える会社もなかったから。

・ほかに条件の良いところもなく辞めたらもったいないと思ったから。

・休みも取りやすく、職場異動を希望できるなど、職場環境が良かったから。（ほか6名）

・他社と比べても、より良い条件の仕事が探せなかったため。（ほか5名）

（自分自身のスキルアップのため）

・経験とともに仕事も覚えできるようになっていく自分がうれしく、仕事が楽しいと思えるか

ら。

・やりがいのある仕事であると思い直すことができたから。（ほか5名）

２ 高校を卒業して就職後３年を経過した就業者31名に対して、仕事で「やりがい」を感じるこ

とはどのようなことかを聞き取ったところ、次のような事例があった。

◆概要◆

○ 就業者31名のうち、仕事に「やりがい」を感じながら就業している者の割合は71.0％であ

ることから、就業後の職場定着には、個人が業務を通して「やりがい」を得ることができる

よう、職場で支援していくことが大切であると言える。

○ 「やりがい」を感じるときは、仕事の分野や職種にかかわらず、社会的・職業的自立に向

けて必要な基盤となる資質・能力である「基礎的・汎用的能力」が発揮されることであると

言えることから、各高校では、生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、

こうした資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ各教科・科

目等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ることが大切である。

◆「やりがい」を感じている事例◆

（人間関係形成能力・社会形成能力が発揮されたとき）

・困っていたら助けてくれる人がいるとき。

・お客様が自分の名前を覚えてくださって、お薦めしたものを喜んでくださったときや、美味

しかったからと再来店してくださったとき。

・現場をうまくまわせたり、コントロールできたとき。

・接客でお客様との会話が弾んだとき。

（自己有用感が得られたとき）

・自分がやれる仕事が増え、人の役に立てたとき。

・お客様に感謝されたとき。

・人から頼まれた後にお礼を言われたり、仕事を任せてもらったとき。

・任された業務を遂行し、それを評価されたとき。

・環境保全に貢献していると感じたとき。

・作ったものが売れていると分かったとき。

（自己管理能力が発揮されたとき）

・自分で考え行動し、新しいことにチャレンジしているとき。

・任されて自分で考えた仕事が達成できたとき。

・業務内容が年々レベルアップし、いろいろなことに挑戦できるとき。

（課題が達成できたとき）

・仕事上の課題を処理し、やって良かったと思え、達成感があったとき。

・覚えることが多く、自分が成長しているのを感じたとき。

（キャリアプランニング能力が発揮されたとき）

・学校の授業で習ったことを仕事に生かすことができたとき。

調査は、平成26年度に旭川農業高校を卒業し、現在も継続して就業している者(就業４年目)を対象に実施

し、回答があった者31名の事例をまとめたものである。
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３ 高校を卒業して就職後３年を経過した就業者31名に対して、高校時代にイメージしていた働

くことと、実際に働いてみてではどのようなギャップがあったかについて聞き取ったところ、

次のような事例があった。

◆概要◆

○ 就業者31名からは、学校生活との違いや社会人としての責務に戸惑いがあった者が多いこ

とから、こうした違いを肯定的に受け止めることができるよう、新生活の開始に当たって職

場で支援していくことが大切であると言える。

○ 高校では、社会人への円滑な移行を促進するため、卒業生からの講話や社会人生活につい

ての座談会を取り入れるほか、インターンシップにおいて、多くの社会人と対話し交流する

機会を確保するなど、キャリア教育をより一層の充実させることが大切である。

◆実際に働いてみてギャップを感じた事例◆

（学校生活との違い）

・勉強や部活、資格などを頑張っても、社会ではなかなか生かされないこと。

・思っていたよりも人と関わること。

・高校時代では使わない敬語を身に付けなければならないこと。

・勉強したくないと思っていたが、職場に入り、人生は死ぬまで勉強と感じたこと。

・知識を身に付けてから実践するのではなく、実践しながら状況に合わせて覚えることが多い

ので、臨機応変に対応する力が必要なこと。

・３年くらいは上司の指示で仕事を進めると思っていたが、半年経ってからは自分で仕事を進

めるようになったこと。

・いろいろなことにチャレンジできると思っていましたが、実際には、失敗したときのリスク

を考え足踏みしてしまうこと。

（社会人としての責務の違い）

・仕事は、思っていたより大変で、ほとんど毎日何かが起こるため、臨機応変に対応しないと

いけないこと。

・給料をいただく以上、今までよりも自分の行動責任が問われること。

・同じ仕事でも一人一人のお客様に合った接客をしなければならないこと。

・もっとマニュアル通りに決められた業務を行う毎日だと思っていましたが、自分の考えを取

り入れて個々の得意分野を生かすことができること。

・責任が重く、社会人としての自覚が求められること。

（仕事に対する考え方の違い）

・仕事の内容より人間関係の方が働く上で重要なときもあること。

・もっと、時間や自由を縛られると思っていたが、プライベートな時間もしっかり取れること。

・仕事を通してお客様の気持ちが理解でき、奥深さを感じたこと。

・予想していたより、やりがいを感じたこと。

調査は、平成26年度に旭川農業高校を卒業し、現在も継続して就業している者(就業４年目)を対象に実施

し、回答があった者31名の事例をまとめたものである。
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４ 高校生の早期離職防止に向けた対策について、効果ありと回答があった事業所の取組事例。

◆早期離職防止に向け効果的であった事業所の取組事例◆

○ 初任給を比較的高く設定し、休日も暦通りとするなど就業環境を整えた。工場のスタッフ

は少人数で平均年齢も低く、新規高卒者には働きやすい環境となるよう配慮した。（運輸）

○ 所属長が中心となって積極的に声をかけ、悩み相談などを受けるようにした。なるべく放

っておかないよう声かけしてきた。（運輸）

○ 組合とも協調してユニオンショップ制を採っており、従業員に安心感が得られるよう配慮

している。（運輸）

○ 高給与、公休日の確約、時間外労働シフト制を採っており、労働時間が明確なため働きや

すさを実現している。（運輸）

○ 入社時から、よく面倒を見るようにしている。そのためか、居心地が良いと周囲の者に言

っているようだ。（飲食）

○ コミュニケーションを良く取るようにしており、新入社員に対して生活面からフォローし

良く面倒を見ている。（食品製造）

○ 働くのに困らないよう、研修をしっかりとていねいに行っている。（食品製造）

○ 同年代の職員を多く配置するなど、環境を整えている。（食品製造）

○ 応募前見学を積極的に実施し、入社に当たってのギャップを減らすようにしている。（食

品製造）

○ 困ったようにしているときは、必ず声をかける先輩がいるようにするなど、社内環境を整

えている。育成のため、本店に一か月間勤務させるなど、サポート体制を充実させている。

（販売）

○ 不定休であることや、他社と時間が合わないことなどを、ていねいに説明し理解を得た上

で入社してもらっている。時間外労働分の賃金を全額支給している。（警備）

○ 公的機関であり安定感がある。町民のためとの意識をきちんと持ち続けるようしてきてい

る。（公的機関）

＜効果ありとの回答はないが、その他参考となる取組事例＞

・新規高卒者採用し始めたが、離職者が後を絶たず受入側の何が悪いか研究してきた。結

果、受入側が変われる範囲で変わるしかないと決断。社員となった者がどのような人間

かもよく分からずに退職させたくないので、全部門で意見交換し、①最初の１年間は仕

事をさせず社会人として育成すること、②定時出退勤を１年間行わせること、③先輩社

員と交換日記でやり取りさせ、徐々に社会人としての考え方を身に付けてもらうこと、

④優しくするだけでなく、現実を厳しく受け止め真剣に本人にフィードバックすること

を実施している。

・３年以上勤務する理由は「いやすさ」ではないかと考えている。新卒者に今までと同様

の対応をしていると立ち行かなくなる。例えば、新人研修の後指導のため叱ると泣き崩

れてしまい、何も理解させられなかったことがあった。よって、優しい言葉かけが多く

なり、甘いという意見も少なくないが、受け手が変えていかなければと言う認識は増え

つつあり、対応を切り替えている途中である。

・企業側は労働力を買うのではなく、子どもを授かったという教育方針に転換しなければ

ならない。よって一人前にするんだという覚悟が必要である。ただし、このやり方では

これまで３年で一人前になったものが５年から10年かかってしまう。経営者の集まりで

は、この少子化の中にあって、この若者の実情では機械化、少数精鋭で進めるしかない

という話なっているが、それも簡単にはいかない。

調査は、訓子府高校が平成27～29年度の３年間に生徒が就業した59事業所を対象に実施したうち、12事業

所についての事例である。
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道内 道外 全体 道内 道外 全体 道内 道外 全体 道内 道外 全体

9 42.0 81.8 45.1 66.1 93.2 68.3 85.5 98.5 86.6

10 19.7 63.5 23.5 33.3 77.5 37.2 58.8 89.1 61.5 81.3 97.4 82.7

11 16.3 46.7 18.3 30.9 66.6 33.1 56.6 83.6 58.3 81.7 93.6 82.4

12 14.6 44.2 16.4 30.2 60.3 32.0 58.4 80.4 59.7 82.8 91.9 83.3

13 12.6 45.6 14.4 28.7 60.9 30.5 56.5 78.7 57.6 80.2 93.2 80.9

14 10.3 38.3 11.7 24.6 55.1 26.1 52.5 75.0 53.7 78.5 89.5 79.1

15 11.6 46.0 13.3 26.1 63.9 27.9 53.6 81.9 55.0 79.5 94.9 80.3

16 11.3 45.7 13.1 25.3 66.0 27.4 54.3 78.6 55.7 79.8 92.7 80.5

17 12.7 43.8 14.6 30.1 68.9 32.5 58.2 85.0 60.0 80.8 94.0 81.7

18 12.9 50.9 15.9 33.6 70.3 36.6 61.1 87.5 63.3 82.2 94.8 83.3

19 14.1 51.8 17.4 36.3 77.2 39.9 63.7 89.6 66.1 83.2 97.2 84.5

20 15.3 55.5 19.8 35.2 74.7 39.7 63.1 89.1 66.2 81.1 95.5 82.8

21 10.1 39.0 12.8 28.0 64.0 31.2 54.6 79.6 56.9 78.6 91.6 79.7

22 12.7 46.1 15.7 31.0 71.6 34.3 62.3 85.9 64.2 84.5 96.1 85.5

23 14.5 45.6 16.9 32.7 71.6 35.6 65.5 87.2 67.2 87.9 95.4 88.5

24 14.4 48.2 17.2 38.1 76.1 41.0 72.5 90.8 73.9 94.6 98.2 94.9

25 17.6 50.4 20.0 45.8 77.2 48.0 79.4 92.4 80.3 95.7 98.9 95.9

26 23.6 58.4 26.4 50.9 78.8 53.1 82.7 93.7 83.6 96.3 99.0 96.5

27 23.4 52.3 25.7 53.6 79.4 55.7 85.8 91.9 86.3 97.6 96.3 97.5

28 27.6 52.5 29.5 55.1 80.1 56.9 88.0 96.6 88.6 97.8 102.2 98.1

29 30.3 52.3 32.0 58.0 81.0 59.7 88.0 95.8 88.6 97.2 103.4 97.7

30 26.2 48.0 28.0 59.3 81.5 61.2 89.5 95.2 90.0 97.7 100 97.9

R1 28.1 48.3 29.7 60.0 79.2 61.6 90.5 91.1 90.6 97.9 100.8 98.1

R2 96.7 101.7 97.0

R3 26.9 39.1 27.6 57.1 74.0 58.1 88.3 96.0 88.7 96.8 102.2 97.1

R4 37.3 47.1 37.8 59.2 83.9 60.6 87.7 97.5 88.3

R３比 10.4p 8.0p 10.2p 2.1p 9.9p 2.5p -0.6p 1.5p -0.4p

道内 道外 全体 道内 道外 全体 道内 道外 全体

R2 32.8 39.7 33.2 70.0 83.1 70.8 91.3 100.2 91.9

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、就職試験の解禁が１か月後ろ倒しになったため、
　 調査の時期を変更している。

10月末内定率 11月末内定率 １月末内定率

（別途記載）

＜参考＞

年度

３月末決定率

参考資料

公立高等学校の調査月ごとの就職内定（決定）率の推移
【道教委調査から】

年度
９月末内定率 １０月末内定率 １２月末内定率
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